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MOBOTIX JAPAN、
パートナーカンファレンス2013を開催

MOBOTIX JAPANは、毎年開催してい

るMOBOTIXパートナー・カンファレンス

を6月11日と12日の2日間にわたり横浜ベ

イシェラトン ホテル＆タワーズで開催し

た。本年も昨年と同じ会場を使用したが、

昨年以上の参加者が参加したことで、用意

した座席のほとんどが埋めつくされた。そ

して、パートナー各社の参加者は各セッ

ションを熱心に聴講していた。

MOBOTIX JAPAN戸田敬樹代表の開

会挨拶とMOBOTIX社の参加メンバーの

紹介に引き続き、MOBOTIX AGのCSO

マグナス・エロケット氏による基調講演と

してのプレゼンテーションが行われた。そ

の後、今後の製品開発と戦略に関するセッ

ション、2013年新製品発表など、密度の

濃いセッションが次 と々展開された。

午後のセッションでは、パートナー各社

がMOBOTIX製品による導入事例を発表

したことで、参加者は今後の営業展開に有

益となる情報を得ることができた。

【基調講演】

ゆるぎない基本理念

MOBOTIX AGマグナス・エロケット

CSOは、同社の独自性は、完全なセキュ

リティシステムの開発元でメーカである

ことが基本理念だと強調し、具体的な説

明を続けた。

製品の基本仕様として、3メガピクセ

ルの高解像度とIP65対応を掲げている。

これに基づいて製品ラインナップを拡大

している。具体的な製品ポートフォリオ

としては、D24とM24そしてQ24と

S15Mなどの単眼レンズカメラと、M12

とD15そしてS15DとV15などの複眼レ

ンズカメラがある。また、ヘミスフェリッ

ク（半球型）技術を世界に先駆けて導入

し、今や製品カテゴリの一角を担うまで

成長させてきた。

さらに、5メガピクセルCMOSセンサ

をいち早く製品に内蔵して、高解像度の

水準をさらに高めた製品を供給すること

で、他社とは一線を画した開発と設計に

取り組んでいる。

そして、 画像圧縮技術については、

H . 2 6 4よりも優位性を保っている

MxPEGを掲げ、今後も堅持していくと

した。

その一方で、ソフトウエアについては、

既に市場で高い評価を得ている画像解析

ソフトMxAnalyticsに続き、動体検知用と

してMxActivitySensorを発表している。

このように、様々なニーズに対してソフ

トウエアでも応えていくと語った。

MOBOTIXの戦略

このように独自性を基本理念にして

ハードウエアとソフトウエアを続々と提

供しているMOBOTIX社だが、マグナス・

エロケットCSOは確固たる戦略を有し

ていると語った。具体的な戦略として4

項目すなわち、組織的な成長、地理的な

拡大、優れた経営、マーケット主導の製

品開発を挙げた。

そして、この基本理念と戦略に基づい

て現在と将来を継続して開拓すると語

り、プレゼンテーションをまとめた。

【新技術】

・5メガピクセルセンサ

今回発表の新製品は、全て最新の5メガ

ピクセルセンサを搭載している。ここで特

筆すべきことは、CMOSセンサは5メガピ

クセルだが、画像表示については3メガピ

クセルである点だ。そこには、他社のよう

に単に数値を追求するのではなく、映像水

準を上げる目的がある。言い換えれば、同

じ面積上のピクセル密度を上げることで、

画像を拡大した場合でも、高解像度を維

持することを優先した。これは、画像解析

ソフトウエアや画像解析機能を活用する

場合にとりわけ有効となる。
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プライベート展示会
MX EXPO 2013

さらに、夜間用の白黒センサにも5メ

ガピクセルセンサを採用している。その

結果、従来の1.3メガピクセルよりも数

段鮮明な白黒画像を得ることができ、ま

た、4倍の低照度対応が可能となった。

・MxActivitySensor

名称はセンサだがデバイスのセンサで

はない。従来のモーション検知を進化さ

せ、画像内にいくつかの検知ゾーンを設

定する必要はなく、例えば、画像全体を

検知ゾーンとしながら、画像内の人物や

車などのオブジェクトの動きを検知し、

オブジェクトの動く方向まで検知するこ

とができる。また、風などの振動による

揺れや、画像内の樹木の揺れ、突然の日

射などには反応しないようになっている

為、屋外での利用の効果は絶大となる。

しかも、Webブラウザからファームウ

エアをアップデートするだけで、M12を

除いた現行のMOPBOTIXカメラ製品全

てで利用することができる。しかも、そ

の費用は一切かからない。 すなわち、

MOBOTIXカメラを無償で高機能化する

ことができる。

・MOBOTIX App

所有するiOSタブレットやiOSスマー

トフォンがMOBOTIXカメラの携帯型遠

隔操作機器になる。しかも次の機能を使

用することができる。

・ 帯域幅を最適化してWLANおよびイン

ターネット経由で遠隔アクセス

・ MOBOTIXの高解像度画質ライブ画像

および録画画像を表示

・ 双方向コミュニケーション、ドア解錠、そ

してビデオメールボックスへのアクセス

・ ドアベル、アラーム通知、プライバシー

の保護

・ 便利な検索機能で、MxPEG動画を再生

・ カメラのグループ分けとイベントの

フィルタリング 

MOBOTIX JAPANでは、パートナー

カンファレンスの開催に合わせて、プラ

イベート展示会MX EXPO 2013を併催

した。MX EXPO 2013は、6月11日は

カンファレンス参加者限定とし、12日

の9時から13時までは一般来場者にも公

開した。

MX EXPO 2013の出展製品について

は、汎用品でMOBOTIX製品とも連携で

きるのではなく、MOBOTIX専用製品と

して採用することでワンストップソ

リューションが実現できることを条件に

した。これこそが1ブランドによる展示

会のあるべき姿で、パートナー企業の来

場者にとっても、MOBOTIXブランドを

前面に出したソリューションを構築する

際の抽斗を増やすことができる、賞賛す

べきイベントである。

パートナーソリューション展示内容

NTTPCコミュニケーションズ
セキュアカメラク

ラウドサービス・

ソリューション

ユニテックス
TapeView MXによ

る長期画像保存

LTOアーカイブソ

リューション

キロックス

MOBOTIXシステ

ム死活監視＆冗

長 化 ソ リ ュ ー

ション

オーピーエヌ
MicroSD自動コレ

クト・ソリューショ

ン

協和エクシオ
アンドロイド対応

M x A n a l y t i c sレ

ポート・ ソリュー

ション

サイバートランスジャパン
MXイベント連動

I P - L E D制御ソ

リューション

KJフェロー
Wifi搭載ソーラーソ

リューションと防爆

ネットワークカメラ

EP24

イベントリポート
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メガピクセル・センサ

問 このセンサは汎用品か特注品か？

MX： 特注品ではなく汎用品の中から、

当社にとって最適な5メガピクセル

CMOSセンサを選択した。当社は長い間、

3メガピクセルから5メガピクセルへのス

テップアップを検討してきた。実は、3メ

ガピクセル・センサの画像は、人間の目

には、5メガピクセル・センサのものと比

べても、遜色はない。しかし、フレームレー

トの向上、ズームイン機能、低照度対応

の3つの理由から、5メガピクセルへのス

テップアップが必要と考えていた。

問 5メガピクセル・センサでの最大フ

レーム数は？

MX：様々な状況の中で30fpsの確保を

実現することができた。

VCA機能について

問 今回、様々な機能の追加を発表し

たが、今後もVCA機能を強化して

いくのか？それとも、サードパーティによ

るアドオン・ソフトウエアをローカルごと

に対応するのか？

MX：今後もVCAを強化するし、ローカ

ルエリアでもアドオンで対応していく。

アップル社と同様に、当社にも契約関係

にはないが、10万社以上の開発パート

ナがいる。当社がAPI、SDKなどの開発

プラットフォームを提供し、パートナ各

社にアドオン・ソフトウエアを開発する

ことを許可している。・日本においても、

数社が開発プラットフォームの提供を受

けて、当社製品を絡め、それぞれの場面

に適したソフトウエアを開発している。

当社は、常に人々の役に立つアプリケー

ションを開発している。既に「人数カウ

ント」と「動線密度解析」の2種類のイン

テリジェントな映像解析機能をカメラに

搭 載 し て い る。 今 回 発 表 し た

MxActivitySensorなどを利用し、日本、

オーストラリア、タイ、アメリカ合衆国

など、各国のニーズに応じたソフトウェ

アの開発を推進していく。

オーストラリアでは、 カメラをインス

トールするためのライセンスが必要とな

る。だからこそ、日本、オーストラリア、

ドイツなどの各国のローカルな開発パー

トナが不可欠だ。

ワイヤレス・カメラの開発

問 最近では有線通信では対応でき

ないソリューションの要望が増え

ているが、 貴社は無線対応カメラやモ

ジュールの開発に取り組むのか？

MX：ワイヤレス・カメラの市場は、非

常に限定的だと考えている。LANケー

ブル1本で、確実な画像配信を行う上に、

PoEにより電源も供給できる。しかも当

社製のカメラの消費電力はわずか6W

だ。そのため、ワイヤレス・カメラを主

要な製品開発の対象としていない。

しかし、周辺ソリューションとして、ワ

イヤレス・ソリューションを提供するベ

ンダ、パートナを支援していくことはも

ちろんだ。また、優れたワイヤレス・シ

ステムに対応可能なIPカメラを継続して

開発していく。

1. インフラ未整備のアジア各国での市

場開拓について

問 アジアには、日本をはじめ韓国や

台湾などのように通信基盤が整っ

ている国 と々、未整備の国々がある。こ

れら通信基盤が未整備な国々でのソリュー

ションはどのように提案しているのか。

MX：国によって、社会的基盤や通信シ

ステムの整備がまだ段階的に行われてい

るのは事実だ。確かに、電力、IT、通信

などのインフラ整備が、 十分ではない

国々が存在するが、ビジネスチャンスと

いう面から考えると話は別だ。

例えば、日本や韓国そして台湾などでは、

アナログカメラ、ハイブリッド環境、IP

カメラのいずれもが選択肢になりうる。

中国も含めると、経済的な要因、政治的

MOBOTIX AG
マグナス・エケロットCSOに聞く
本誌は、昨年に引き続きMOBOTIX JAPANパートナーカンファレンス2013に来日したMOBOTIX AGの
CSO（経営戦略責任者）マグナス・エケロット氏とアジア・パシフィック地域担当事業開発部長のグラハム・
ウィーラー氏にインタビューした。独自路線を邁進する同社の現在そして将来の展開について質問した。
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な要因によって、かならずしもIPに決定

するとは限らない。

一方で、タイ、マレーシア、インドネシ

アなどの東南アジアの開発途上の国々で

は、導入決定を行う人々が若く、技術面

ではIPに決定しやすい。なぜならば、若

い技術者は、アナログやハイブリッドの

時代を知らずに、IT、IP、ネットワーク

環境、モバイル機器についての教育を受

けてきているからだ。そのことから、当

社にとって、IPにいきなり決まりやすい

国々の方が、ビジネスチャンスが大きい

かもしれない。

英国とオーストラリアを比べると、未だ

にアナログ中心の英国よりも、若い技術

者にIT、ネットワーク環境、ワイヤレス、

IPの教育を熱心に行ってきたオーストラ

リアの方が、はるかにIPカメラを受け入

れやすい。

貴社システムへの他社製カメラの採用

問 貴社のワンストップ・ソリューショ

ンに他社製カメラを取り入れる場

合、どのような制約があるのか？

MX：・いくつかの制約があるが、他社

製のネットワークカメラを当社のワンス

トップ・ソリューションに導入すること

は可能だ。ただし、幾つかの制約が存在

する。例えばメカニカルなPTZカメラは

例外となることなどだ。

また、当社は圧縮コーデックにMxPEG

を採用し、H.264には対応していない。

この大きな理由は、H.264のセキュリ

ティ面の品質の低さにある。 さらに、

H.264を採用すると、価格面のみの比較

になってしまい、当社独自の製品の特長

が生かされないからだ。

貴社カメラと他社製VMSとの適合性

問 貴社カメラを他社製VMSによるシ

ステムに導入する場合、適合性は

どうか？

MX：主要なVMSベンダのうち、例えば

マイルストーン社は、MxPEGをサポー

トしており、当社のシステムに完全に対

応している。また、ジェネテック社につ

いても、当社システムに関する開発が進

んでいる。

2. MxPEGについて

問 2013年からH.265が本格的に導

入される予定だが、MxPEGは

H.265に対しても依然として優位性を維

持することができるのか。

MX：H.264は、現在のところ普及した

圧縮コーデックであるが、H.265はH.264

とはコンセプトが全く別だ。各カメラメー

カは、コーデックのアップグレードでか

なりの負荷を強いられるだろう。

一方、MxPEGは現在も新しいバージョ

ンが開発されているが、常に一貫性のあ

る開発が進められているため、セキュリ

ティ面の安全性、画像品質、色再現性、

チップセットへの負荷の低減など、いず

れの面でもH.264やH.265に対して優位

性を保っている。

また、グーグルが、ライセンス料や安全

性の面でH.264をサポートしないという

方針を取っているように、H.264と

H.265が今後も安定した圧縮コーデック

として採用されていくかどうかは、議論

のあるところだ。

当社が採用しているMxPEGという圧縮

コーデックに対して、クローズドだとか

専用システムだと言われることがあるが、

MxPEGは、決して弊社専用のコーデッ

クではない。当社としては、MxPEGを

広く普及させたいと考えている。

VMSやCMSのエッジデバイスへの搭載

について

問 昨年からアクシスコミュニケーショ
ンズ社のコンパニオン、エグザッ

クビジョンのエッジ、Omnicastのトリク
リングのように、エッジデバイスであるカ
メラにVMSやCMSを搭載するソリュー
ションに人気が出てきている。これらの
動きに対する貴社の見解は？

MX：当社が重要だと考えているのは、

技術面でのリーダーシップ、高いユーザ

ビリティの提供、当社とパートナ各社そ

してエンドユーザの三方がビジネスチャ

ンスを拡大していく、というトライアン

グルだ。

カメラに高度なソフトウエアの機能を搭

載するソリューションについては、当社

が技術パイオニアとして、ずっと取り組

んできた技術だ。上記の各社の技術は、

サーバやコンピュータの負荷を減らすな

どの大きな効果をもたらすものであり、

各社が開発に取り組んでいることは、大

変結構なことだ。

当社は、ネットワークカメラやセキュリ

ティシステムへの人々の新しいニーズ

に、常に対応していく。 

キーマンインタビュー
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日本IBM、セキュリティ運用監視サービスの価格体系を刷新
日本IBMは、セキュリティ運用監視サービス「マネージド・

セキュリティ・ サービス（MSS：Managed　Security　

Services）」のサービス体系を変更し、5月15日より新体系にて

提供している。今回の変更の特徴は、サービス体系の考えから

「帯域」「機器の種類」を取り去ることで、より広帯域・高速になっ

ていくネットワークに向けて、セキュリティ機器監視サービス

における利用料金を大幅に値下げしたこと、また、これまで固

定となっていたサービス・メニューを、ユーザの要望に応じて

柔軟に選択できるようにしたことである。

　MSSは、東京を含む世界10拠点のIBMセキュリティ・オ

ペレーション・センター（SOC）で、顧客サイトのセキュリティ

機器を、セキュリティ専門技術者が24時間365日有人監視・

運用・管理を行うサービスである。

　MSSは従来、セキュリティ機器の管理・監視という基本

サービスに加えて、ポリシーなどの更新、SOCでの有人監視

といったサービスをIDS／IPSであれば帯域別価格に提供して

きたが、今回、帯域に関係なく一律の価格体系とし、基本サー

ビスに必要なサービスを追加する体系に変更。顧客側は、ポリ

シー変更の頻度や時期を自社の必要に応じ、オプショナルサー

ビスから柔軟に選択して構成でき、要求に最も合った監視運用

サービスを利用できる。また、より広帯域で高速なネットワー

クを利用する場合のサービス利用料金を大幅に値下げし、これ

までと比較して、最大約90％のコスト負担を抑制できるよう

になった。さらに、これまで監視機器ごとの契約だったいくつ

かのサービス形態を顧客単位の契約とし、利便性・コスト性を

向上した。

Bosch Security Systemsと店舗プランニング、販売代理契約を締結。
Bosch Security Systemsは、各種セキュリティシステム・

プロバイダ企業である店舗プランニングと、Boschセキュリ

ティ製品の販売代理契約を締結した。今回の契約は、店舗プラ

ンニングが、Bosch製IPネットワーク機器を中心に、Bosch

セキュリティ製品を販売するという内容。

Bosch Security Systemsは、2009年からホーチキと独占

販売代理契約を締結していた

が、この契約を2013年5月より一般販売代理契約に切り替

え、ホーチキが網羅していない販売チャネルの開拓を進めてお

り、今回の契約がその第1号となる。

店舗プランニングは、パナソニックシステムネットワーク

ス、韓国CNB社とWEBGSTE

社製品を主とした監視システムを数多く納入している。拠点

は東京本社と関西支店のほかに、仙台と名古屋、広島と福岡に

営業所を持ち、2013年7月にはインドネシアに海外進出して

いる。

同社では、今回のBosch製品の販売代理契約締結により、

IPネットワーク製品を中心にしたラインナップを、さらに充実

することができるとしている。

ヨネイ、Avigilon 高精細監視カメラシステムの営業活動を強化
カナダAvigilon（アビジロン）社の日本代理店であるヨネイ

は、アビジロン社製高精細監視カメラシステムの営業強化の一

策として、アビジロン高精細監視カメラシステム内覧会を開催

する。日時は、2013年7月17日から19日までの3日間、毎日

10時と13時と15時の3回行う。会場はヨネイビル7階ショー

ルーム（東京都中央区銀座2-8-20）。

本内覧会では、新製品のONVIF準拠「HDマイクロドームカ

メラ」「夜間監視用全天候型赤外線HD BULLET カメラ」を展示

し、アビジロン社製ソフトウエアのシンプルな操作性を体感す

ることもできる。

また、内覧会開催にあたり、販売パートナー企業の募集も実

施する。内覧会で先進的なアビジロン社のハードウエアおよび

ソフトウエア製品に接するだけでなく、他社と差別化できるソ

リューションを提供するパートナーとなる機会を用意してい

る。

参加希望者は株式会社ヨネイの設備・制御機器ユニットまで、

電話：03-3654-8754、FAX：03-3562-4660、E-mail：yonei_

security@yonei.co.jpのいずれかによる予約が必要となる。
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MDIT、日本HP製品を対象にした構築サービスを提供開始
三菱電機インフォメーションテクノロジー（MDIT）と、日本

ヒューレット・パッカード（日本HP）は、日本HP のネットワー

ク製品を対象にした、ネットワーク構築サービス「プレミアム

ネットワーク・サービス forHP ネットワーク」を、MDITの全

国拠点を通じて提供開始する。

システム構築サービスの主力分野であるネットワーク構築

サービスのメニュー拡充を図った上で、日本HPとMDITとの

営業活動の連携のもと、日本HPの代理店のネットワーク構築

を支援し、ユーザ企業に対してネットワーク設計と構築を請

負う。

ビデオテクニカ、「IPカメラソリューションセミナー」を７月26日に開催
アクセコントロールで数多くの実績を誇るビデオテクニカ

が、新たな映像監視システムで本格的に取り組む。同社では、

最近の市場要望のうち、照度に関係なく高画質映像で見たい、

ネットワークの負荷を軽減したい、レコーダ設置の悩みを解消

したい、映像記録を長期間安全に保存したい、これらに応える

ことができるソリューションの提供を用意した。

そして、この新たなソリューションを、積極的な事業展開を

目指すパートナ企業とともに提案するために、同社は「IPカメ

ラソリューションセミナー」を開催する。

「IPカメラソリューションセミナー」は、IPシステム構築者

30名を対象に7月26日午後1時から東京青山のスタジアムプレ

イス青山で開催する。協賛企業は、幅広いIPネットワーカメラ

製品を取りそろえているソニービジネスソリューションと、画

期的なVMS（映像管理ソフトウエア）エグザックビジョン・エッ

ジを提供しているサンシステムサプライである。

ビデオテクニカでは、従来の映像監視カメラシステムとは一

線を画するソリューションを協賛企業とともに発表する予定。

ルクレとロジテックINAソリューションズ、監視カメラソフトウエアをNASに標準搭載
ルクレとロジテックINAソリューションズ（ロジテックINA）

は、ルクレが販売している監視カメラソフトウエア「アロバ

ビュー」を、ロジテックINAが販売しているWindows Storage 

Server搭載NAS「WINAS」シリーズに搭載して、映像監視ソ

リューション市場拡大で協業する。

　ロジテックINAは「 アロバビュー」インストーラーを

「WINAS」シリーズに標準搭載したモデルを2013年7月末より

出荷する。標準価格は148,000円（税別）。ユーザは、「WINAS」

シリーズNASを購入後、無料の「アロバビュー フリー版」をイ

ンストールし、10カメラまで登録できる監視カメラシステム

を手軽に利用することが可能となる。

ルクレによると、これまで「アロバビュー」は官公庁施設や鉄

道、データセンタなど大規模システムを中心に導入されている

が、今回の連携により、中小規模のユーザでも高価なサーバシ

ステムを用意する必要がなく、手軽に監視カメラシステムを導

入し活用することが可能となる。

また、ロジテックINAでは、これまでファイルサーバやデー

タ・バックアップ用として普及しているWindows Storage 

Server搭載NAS『WINAS』シリーズを、監視カメラシステムと

いう新たな成長市場に投入できることで活用範囲を広げること

ができると期待している。

ルクレとロジテックINAは、「アロバビュー」インストーラー

を標準搭載するNAS『WINAS』シリーズの発売により、実際に

利用するユーザ側と監視カメラシステム提案側の双方で、新た

な選択肢が増えることで、監視カメラシステムの市場拡大と、

新しい用途での映像監視ソリューションの活用を推進する。

R.O.D、IPCC2013in東京と「IPネットワークカメラ映像エバリューション」を開催
R.O.Dは、9月19日と20日の2日間、東京都立産業貿易セン

ター台東館でIPCC2013 in東京を開催する。また、昨年好評

だった「IPネットワークカメラ映像エバリューション」も同時開

催する。来場希望者は事前登録が必要となる。
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図研エルミック製ONVIFミドルウエア、アイホン製ドアホンに採用
図研エルミックの通信プロトコルミドルウエア「Ze-PRO® 

IPcam」「Ze-PRO® IPmon」「Ze-PRO® RTP」「Ze-PRO® SIP」

が、インタフォン市場で最大手の1社アイホンのテレビドアホン

「IX」に採用された。「IX」は、業界初のONVIF規格を使ったIPネッ

トワーク対応テレビドアホンで、今年10月から発売する。

アイホンが新たに開発する「IX」では、各社の映像監視システ

ムとの連動を可能にするため、セキュリティ用ネットワーク映

像製品のための標準インタフェイス規格であるONVIFの採用

を決定。カメラ付きインタフォンである「IX」をONVIF対応させ

ることで、インタフォンのシステムと既設のONVIF対応監視

システムの統合が可能となる。インタフォンでとらえた顔画像

を遠隔地で確認、常時録画、監視システムの映像をインタフォ

ンで画面表示するなど、両システムの統合で建物のセキュリ

ティを強化することができる。

DXアンテナと阪神電鉄、児童登下校メールサービスを提供開始
DXアンテナは、阪神電気鉄道との業務提携により、ICタグを

利用した児童の登下校メールサービス「登下校ミマモルメ」の提

供を開始した。

「登下校ミマモルメ」は登下校メールサービスで日本一の利用

者数を誇り、ICタグを持った児童が登下校時に校門を通過した

際、通過情報を保護者の携帯電話など登録したメールアドレス

に自動的に配信を行い、保護者様に安心を提供するサービス。

ICタグはランドセルあるいはかばんに入れても読み取ること

ができるコンパクト・ハンズフリー無線タイプを採用。校門に設

置されたアンテナはDXアンテナが開発を行ったものを用いてい

ます。ICタグ情報を非接触で読み取るので、従来のタッチ式の

場合に頻発していた「タッチ忘れ」による「読み取り漏れ」の心配

がない。また学校側での設備費・施工費・通信費の費用負担は

無償である。

本サービスは公立小学校を中心に、既に国内約280校（利用者

数約66,000）に導入されている。

「ミマモルメ」の主な特長

■サービス・商品について

1.　ICタグはハンズフリー無線タイプを採用

2.　導入された他施設を通過した際も連絡

3.　一斉メール配信サービスが無料で利用可

■導入・運用について

1.　運営・サービス提供に伴う学校側の負担を軽減！

導入・サービス提供に伴う「保護者説明会」「問い合わせ対応」「利

用料金収受」などはDXアンテナおよび阪神電気鉄道が対応する

ため、学校側の負担が大幅に軽減。

シャープ、1/1.8型200万画素CCDを発売
シャープは、業界最高感度（※1）、業界最小スミア（※1）（※2）を実現し、

高速で移動する被写体も高画質で鮮明に撮影できる1/1.8型200

万画素CCD（カラー、白黒）を開発、発売する。交通監視や工場

の検査工程などに適したCCDとして提案する。

交通監視用の監視カメラでは、高速で移動する車のナンバー

プレートなどを夜間や悪天候の厳しい環境下でも識別できるよ

うに、解像度や撮影速度、感度など高性能なイメージセンサを

求めている。カメラで撮影した映像を利用して製品などを迅速

に検査する工場でも、同様の需要がある。

本CCDは、光を取り込むマイクロレンズの構造を最適化する

ことで集光率を向上させ、業界最高感度1,400mV（※3）を実現し、

暗い場所でも鮮明に撮影できる。また、業界最小スミア-120dB

により、夜間のヘッドライトなどの強い光源を撮影した時に発生

するスミアを抑える。

さらに、200万画素の画像を当社比2倍となる※41秒間に30枚

出力し、なめらかな映像を実現。

なお、同社は本CCDなど監視・車載向けイメージセンサ関連

デバイス（CCD／CMOS／DSP）を“iSHartina”（アイ・シャル

ティナ）と称している。

※1　 2013月6月11日現在。1/1.8型200万画素プログレッシブCCDにおいて。シャー
プ調べ。

※2　 CCD特有の現象で、強い光源を撮影した時に縦方向に光の筋が発生する現象
※3　 RJ31N3AD0DTにおいて。照度2,500lux、反射率90％の反射板をF5.6の光学

系で撮影した時の平均出力。
※4　 当社監視カメラ向けCCD RJ31N3AA0DT/RJ31N4AA0DT





IMSリサーチ、今後の市場展開の予測を発表
IMSリサーチ社によると、世界の監視カメラ市場における

ネットワークカメラの売上が占める率が

2012年は約40％だったのに対し、2014年までには50％以

上を占めると予想している。

また、ネットワーク映像製品は高い市場成長率を維持すると

予測しているものの、今後の5 年間は以前よりも成長率が低く

なると見ている。さらに、IHSは、現在の市場は細分化され、

より多数の業者によりセキュリティ・ソリューション向けの

ネットワーク映像製品が提供されていると指摘している。

ジョンソンコントロールズ、「第7回ビルのエネルギ効率に関する調査」結果を発表
ジョンソンコントロールズが実施する「ビルのエネルギ効率

に関する調査」は、 世界10カ国の企業や組織の意思決定者

3,000人以上を対象とするグローバル調査である。

今回の調査によると、ビルのエネルギ効率に対する世界の

関心は2010年から116%増加し、目標として設定された消費

エネルギの削減幅は過去最大になっている。また、環境に配

慮した建物の認証取得意向や、テナントの建物の環境配慮へ

の関心も強くなっているものの、回答者の22%がエネルギ効

率化のための投資を行う上での最大の障害として資金不足を

挙げている。

今回の調査では、世界各国の回答者のうち昨年の使用エネ

ルギの削減目標数値を設定していた回答者は73%で、2年前の

調査の58%から大幅に増加している。削減目標値を公表して

いる企業や組織は、目標を設定していない企業や組織に比べ、

その効率化のための基準が約50%上回っている。また、目標

値を公表している企業や組織のうち72%がエネルギ効率化の

ための投資拡大を予定しており、その3分の1近くがこうした

目標の実現のために外部資金を活用している。

2012年のスマートカードの出荷量は79億5千万枚に
ABIリサーチ社の報告書によると、2012年の出荷数量は、

スマートカードが79億5千枚、ICが79億9千個だった。これは、

前年比でそれぞれ9.4％と12％増加している。ICの売上は、

NFC用RFと合わせて2012年に26億9千米国ドルとなり、史上

最高となった。

IC市場全体では、NXPが30％のシェアを獲得して占有率第

1位だった。NFC用RFとセキュリティ部品の出荷実績は合計2

億ユニット以上で、IC売上の比率を押し上げた。サムソンは、

SIMカード市場で29億ユニット以上出荷し、1位の座を維持し

た。インフィニオンは、NFCおよび組込セキュリティ用スマー

トカード市場での1位の座を守った。

HIKVISION、セキュリティ世界市場の占有率拡大
IMSリサーチ社の「CCTVおよび映像監視の世界市場」報告書

2013年版によると、HIKVISIONは2012年の全体および製品

別分野での世界市場の占有率を伸ばしている。

同社の世界市場占有率は、セキュリティ全製品が8％で第1

位、ネットワーク映像監視装置全体と監視カメラ全体がそれぞ

れ第3位を占めている。製品別に見ると、DVRは14.2％のシェ

アを獲得して、トップの座に君臨している。

ただし、VMS（映像管理ソフトウエア）については、CMS程

度の製品も含まれている可能性があり、正確な状況が把握でき

ていない要素が含まれている。

HIKVISIONの占有率拡大は2013年も続くと見られ、競合他

社にとってますます強力なライバルとなるだろう。
製品分類 順位 市場占有率

CCTVおよび映像監視装置全体 1 8.00%
ネットワーク映像監視装置全体 3 7.20%
監視カメラ全体 3 7.80%
アナログカメラ 2 7.50%
ネットワークカメラ 3 9.70%
メガピクセル・ネットワークカメラ 2 11.10%
DVR（デジタル・ビデオ・レコーダ） 1 14.20%
ビデオ・エンコーダ 2 6.00%
VMS(映像管理ソフトウエア) 5 3.80%
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アクシスコミュニケーションズ、世界トップの地位を堅持
IMSリサーチ社の「CCTVおよび映像監視の世界市場」報告書

2013年版によると、アクシスコミュニケーションズは、2012

年のネットワークカメラおよびセキュリティカメラの世界市場

で第1位の地位を堅持した。さらにビデオ・エンコーダの分野

でも首位となった。

今回のレポート発表を受け、アクシスコミュニケーションズ

ABレイ・モーリッソンCEOは、次のようにコメントしている。

「当社は革新的なネットワーク映像製品を継続的に発表し続け

るという長期戦略により、業界の世界的先導者としての地位を

さらに強固なものにした。また、今回の結果は誠実なパートナ

各社と共に高品質のセキュリティ・ソリューションを提供して

いるということの表れだと思う」。

店舗プランニング、インドネシア現地法人の業務開始
店舗プランニングは、開設準備を進めていたインドネシア現

地法人PT TENPO PLANNING社の業務を開始した。ジャカ

ルタ市内中心街にオフィスを構え、PT TENPO PLANNING

社代表取締役入江正明氏と現地スタッフ数名でスタートした。

PT TENPO PLANNING社は、パナソニックシステムネッ

トワークス、韓国CNB社とWEBGATE社製品にBOSCH製品

もラインナップに加えて、幅広い製品群によるアナログから

HD-SDIそしてIPと多様なセキュリティシステムの提供ができ

る体制を整えている。

店舗プランニングも、仕様書や各種資料の作成から技術サ

ポートに至るまで、全社を挙げてPT TENPO PLANNING社

の事業を支援する。

このような強力な支援体制を背景に、P T T E N P O 

PLANNING社は、日本で数多くの納入実績により培った経験と

ノウハウを、インドネシア企業そして現地日系企業に提案する。

ジェネテック社、VMS世界市場の占有率が第1位となる
米国調査会社IHSが発表した「CCTVおよび映像監視の世界

市場」報告書2013年版によると、カナダのジェネテック社が

VMS世界市場占有率で第1位になったと報告している。その要

因として、ジェネテック社は北南米地域の市場を牽引している

ことやAPAC（アジア太平洋）地域と中米地域で2桁の成長率を

達成したことを挙げている。

さらに詳細な分析では、VMSのOmnicastと入退管理（ACS）

のSynergis、ナンバプレート認識（LPR）のAutoVuを統合した

ソフトウエアSecurity Centerが、30％以上も伸長したことが

大きく寄与していることが分かる。

またIHSの調査では、ジェネテック社は2012年までの数年

間常に2桁の成長率を達成してきている。特に2012年の北南

米地域のVMS市場で史上最高の収益を記録している。

この結果について、同社ピエール・ラーズCEOは次のよう

にコメントしている。「当社のDNAには革新性がある。そして、

当社が顧客に常に新技術を提供していることが今回の結果をも

たらしたと確信している。革新性を継続するため、当社は年間

売上額の20％以上を研究開発に投資し続けている。VMSと

ACSとLPRを統合したSecurity Centerは世界初の統合ソフト

ウエアで、しかもクラウトコンピューティングとの融合を実現

している。その結果、Security Centerは、市街地監視や教育、

輸送機関や小売業など様々な業種で採用されている」。

この言葉を裏付けるように、 ジェネテック社は2012年、

Stratocastを発表している。Stratcastは、マイクロソフト社

が開発したWindows Azureを採用したクラウド・ベースの映

像監視ソリューション。これは、小中規模案件の条件を満たす

ために設計されたもので、自社設備で導入し利用できるという

オンプレミス・システムにより、コストと煩雑さを除去した企

業向けの映像モニタリング・ソリューションとなっている。
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問 日本市場でアナログ/IP/HD-SDI

の3方式を積極的に提供している

が、現状は？

TP： アナログとHD-SDIに関しては、

年度初めに計画した通り順調に推移して

いる。IPソリューションについては、幾

つかの要因により計画を超えるまで至っ

ていない。その1つが当社の提供する製

品がまだ万遍なくに整っていないことに

あると見ている。この点については、既

に複数企業と交渉に入っており、対策を

講じている。これにより製品供給を強化

することで、IPソリューションの充実化

を図ることができる。

　HD-SDIの順調な立ち上がりは、アナ

ログはもちろん、IPからの移行が少なか

らずあることが後押ししている。これは

IPが映像の遅延などにより顧客の満足を

得られない時にHD-SDIならば応えるこ

とができるからだ。 このように、HD-

SDIの事業は新規案件とアナログからの

移行そしてIPからの移行の3つの要素で

成り立っている。

問 日本の映像監視システム市場につ

いて、現状分析と今後の予測は？

TP：市場の高解像度の需要はますます

高まってきている。そのため、IPとHD-

SDIに対する需要が伸びている。一方、

アナログも精度の高い製品に対しては高

い評価を得ている。今後の予測としては、

高詳細と高解像度に対してはIPとHD-

SDIが担い、高信頼性と価格面に対して

は、960Hを含めてアナログが担うとい

う図式になるだろう。

問 今回インドネシアに現地法人を設

立した目的は？

TP：約2億4千万人の人口を擁するイン

ドネシアは経済成長が目覚ましい。日系

企業もかなり進出しており、いまなお進

出に加速が増している。

　しかし、現地で普及しているCCTVシ

ステムは価格を優先しているため信頼性

が不十分なものが多いというユーザの声

を聞いている。このことから、市場はよ

り高性能なシステムを求めるようになる

と予測し、システム構築企業である当社

にビジネスチャンスがあると判断し進出

を決めた。

問 現地法人のスタッフ構成は？

TP：当初は本社取締役を現地法人の代

表者として1名と現地スタッフ数名の構

成となる。まずは、事業そのものを始動

させる上で必要不可欠の人数からスター

トする。

問 インドネシアでの具体的な事業展

開は？

TP：基本方針として、より優れたシス

テムを求めている日系企業と現地企業の

両方を対象と事業を進める。日系企業へ

の営業が軌道に乗った段階で、日本人ス

タッフを増強する。現地企業への営業が

順調に推移した段階で、現地スタッフを

採用する予定だ。日系企業に対しては日

本語で、国際化している現地企業や外国

からの企業では英語とインドネシア語

で、一般的な現地企業ではインドネシア

語で商談することになると考えている。

　なお、今回のインドネシア進出にあた

り、パートナー企業である韓国CNB社

およびWEBGATE社そしてパナソニッ

クシステムソリューションズ社から全面

的な協力を得ている。

　上記3社が取引しているインドネシア

現地企業とも協議を進めており、供給で

きる製品ラインナップは、日本国内と同

等の環境が整っている。

インドネシアで事業展開を開始した
店舗プランニング社飛永社長に聞く
店舗プランニングは、2013年7月1日からインドネシアのジャカルタで現地法人PT.TENPO PLANNING社
の事業を開始した。海外ブランドの場合では、メーカとともに販売会社やシステム構築企業が海外に進出す
る例はあるが、日本のシステム構築企業の単独海外進出は画期的な事業展開となる。そこで、同社代表取締
役社長飛永泰男社長にインタビューした。
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インドネシア現地法人概要　
社  　名：PT.TENPO PLANNING　　
所 在 地： Wisma 46 kota BNI, 29th Floor Unit29-10 

JI Jend, Sudirman Kav.1 
Jakarta10220 Indonesia　　

代 表 者：入江　正明（本社取締役）　　　　　　

問 インドネシアで優先する市場や対

象先は？

TP：まずは日系企業に対して、具体的

には工業団地に生産拠点を有するメーカ

や今後大規模な店舗展開を計画している

小売業など、業種を問わずに営業してい

く考えだ。

　その際、映像監視だけでなく、勤怠管

理や入退管理など隣接するシステムにつ

いても、 要望をいただければソリュー

ションを提供するつもりだ。事実、幾つ

かの要望を既に受けている。これらにつ

いては、既にインドネシアに進出してい

る他社と協業して対応することも考えて

いる。

問 映像監視システム事業では協力企

業が必要だが、その取り組みは？

TP：協力企業の開拓および教育は、事

業を成功に導くためには不可欠だと認識

している。さらに、当社を含めた日本企

業が提供する質の高いソリューション

を、インドネシアでも実現することが重

要だ。そのためには、現地パートナー企

業を発掘し教育すると同時に、既に進出

している日系企業との協業にも積極的に

取り組む考えだ。

問 様々な環境も異なるインドネシア

での事業運営上、留意しているこ

とは？

TP：現地の文化や習慣を優先する体制

を整えている。一例を挙げると、弊社ジャ

カルタのオフィスではイスラム教徒用に

礼拝場所を用意するなど、宗教に配慮し

た就業シフトを取り入れ現地スタッフに

違和感のない環境を提供している。また、

宗教的な儀式の行事についても最優先で

対処することにしている。

　幸いにも、当社グループ企業が既に

シンガポールに進出しているので、そ

ちらでの経験や実績を参考にして、現

地の文化や習慣と融合した運営をして

いく考えだ。

問 今後の海外での事業展開の計画

は？

TP：現段階ではインドネシアでの事業

をいかに早く軌道に乗せ、海外事業の基

盤を構築することが最優先だが、あくま

でも構想だが、マレーシア、タイ、ベト

ナム、ミャンマーなど成長著しい国々へ

の進出を考えている。

　タイやマレーシアは、社会基盤も経済

基盤もセキュリティ市場もある程度整備

されている分、競争が厳しいかもしれな

い。ベトナムやミャンマーは経済成長が

期待できる市場で、まさにこれからの市

場である分、いち早く進出した方がいい

のかもしれない。

　いずれにしても、今回のインドネシア

進出を成功させてからの計画となるの

で、現段階ではインドネシアの事業に全

力で取り組む。

問 今回の海外事業展開が日本での

事業展開に寄与することは？

TP：当社が国際的な活動に拡大するこ

とで、まず販売量が増加する。これによ

り製品の仕入れコストの抑制に繋がるこ

とになるだろう。

　これとは別の点としては、日本本社の

組織と人材育成の活性化をもたらし、こ

れからの優秀な人材の確保にも繋がると

見ている。事実、社員間で今回の海外進

出に対する興味が盛り上がっている。そ

して、仕事に対する目標と意欲が明らか

に向上している。これは営業部門だけで

なく、業務部門においても顕著で、これ

までの日本国内向け業務に留まらず、海

外拠点向けの業務にも対応できるよう、

既に活動している。

　まだ緒についたばかりの海外事業だ

が、既に日本での事業展開に寄与する状

況が生まれてきている。　
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セキュリティ業界ではネットワーク対応化の急

速な動きがあり、従来のアナログ製品からデジ

タル・ネットワーク製品への切り替えが進みつ

つある。この技術変革が、映像監視製品に組み

込まれた各種の基幹構成部品により推進されて

いることは言うまでもない。高解像度(HD)製

品、ネットワーク映像監視製品も新たな時代に

突入している。メーカもエンドユーザも、優れ

た録画機能、鮮明な画像、広い視野、円滑な画

面など、様々な利点を備えた製品を求めている。

こうした圧倒的な要望がある以上、基幹構成部

品の技術やアプリケーションに変革が起こるの

は時間の問題だ。本稿では、様々な基幹構成部

品に関する最新情報をレポートする。

高解像度監視を支える
基幹構成部品
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主要コンポーネントを詳細に検証す

る前に、業界のサプライチェーンと関

連する製品技術を理解しておくことが

重要となる。図1に以下の分析結果をま

とめた。

基幹構成部品の供給: サプライチェー

ンのこの部分は、 主にセンサ、DSP 

（Dig i ta l S igna l Processor）、ISP 

（Image Signal Processor）、光学レン

ズで構成している。部品を自社生産せず、

ソニー、シャープ、パナソニック、ネク

ストチップ社など、日本や韓国のメーカ

から調達している企業が大半を占める。

機器の製造: 映像監視製品の製造や組

み立てを行うメーカも含め、大部分の企

業が最終製品に特化している。

販売チャネル: ほとんどのセキュリ

ティ機器供給企業が販売業者や販売代理

店を介して製品を販売しているが、シス

テム構築者、施工業者、受託業者も主要

な販売チャネルとして機能している。

図2にフロントエンドとバックエンド

で使用されている基幹構成部品の中核技

術を示す。

HDの発展状況

2012年にHD監視製品が市場に一斉

に出回り、スポットライトの中心に躍り

出た。HDの需要が起こり、IP映像への

移行を加速した。こうした潜在力を目の

当たりにして、数社のベンダがこの分野

に参入し、製品市場がさらに拡大した。

それから間もなく、ハイシリコン社、TI

社、ネクストチップ社、インターシル社

などのSoC供給企業によるHD IPソ

リューションなどが登場し、市場はHD

製品であふれる状態になった。非常に多

くの選択肢が出揃ったため、適切なHD 

IPソリューションの選択が最大の重要事

項になった。市場は様々なソリューショ

ンであふれているが、 ほとんどのソ

リューションが、 イメージセンサと

DSP/ISPプロセッサの2つの基本アーキ

テクチャに基づいている。

イメージセンサ

　監視カメラにおける画像の捕捉は、一

般的に次の2つのソリューションを使用

して行われる。第一のソリューションは、

CCDあるいはCMOSセンサとISPを組

み込んだSoCで、コスト面のメリット

が最も大きい。このソリューションによ

る画像結果は主に3Aやワイドダイナ

ミックレンジ （WDR） など、チップセッ

トメーカ製の組込ISPの機能に左右され

る。このソリューションの主な利点は柔

軟性の高さで、フレームレートや画像の

キャプチャ方法などを制御し、用途に応

じてカスタマイズすることができる。

　2番目によく使用されるソリューショ

ンは、画像キャプチャ機器の役割を果た

すフロントエンド・カメラモジュールを

組み込んでいる。 このモジュールは、

Pixim、日立、ソニー製であることが多

く、ASICまたはDSPと組み合わせて使

用し、映像のエンコード、伝送、圧縮を

実行する。このソリューションは専門の

カメラモジュールを使用して質の高い生

画像を提供するため、相対的にコストが

かなり高くなる。したがって、ネットワー

クカメラの性能は、圧縮後も明瞭な画像

をリアルタイムで維持する能力など、組

み込みの圧縮/伝送モジュールに大きく

左右される。

〈形態1〉　サプライチェーンと関連技術

センサ、画像処理チップ、
光学レンズ 生産、製造、組み立て システム設計と設置 販売チャネル

CCD 映像監視システムメーカ 多国籍システム構築企業 卸売販売業者／販売代理店
ソニー、NEC、東芝、シャープ 画像キャプチャカード
CMOS イメージプロセサ 再販業者
アプティナ社、ソニー、オムニヴィジョン社、東芝、
シャープ、パナソニック サーバ

DSPチップ 監視カメラ 輸入業者／輸出業者
テキサスインスツルメンツ （TI） 社、フィリップス社 映像レコーダ
SoC （System-on-a-chip）
ネクストチップ社、ST社、A+ Logics社、ペンタマイ
クロ社、ヴィンヤード社、NXP社、アルテラ社、イン
ターシル社、アンバレラ社、TI社、グレイン・メディ
ア社、ハイシリコン社
光学レンズ
キヤノン、タムロン、富士フィルム、リコーなど

➡ ➡ ➡
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　メーカは、各市場における以下の要件

や製品の位置付けも考慮して、最適なソ

リューションを選択する。

ストレージと帯域幅

　要求される解像度が高くなると、解決

すべき問題が出てくる。画像の解像度が

高いほど、消費するストレージ容量と帯

域幅が大きくなる。例えば、30fps（フ

レーム/秒）とH.264圧縮でカメラ録画の

解像度をフルHD 1,080pに維持するに

は、映像ストリームを約6メガビット/秒

に保たなければならない。つまり、録画

映像1時間あたり2.7 GBの記憶容量が

必要になる。 一般的なローカルエリア

ネットワーク （LAN） の場合、100メガ

ビットの帯域幅で伝送できるエンコード

画像は、10チャンネル程度に過ぎない。

ハードディスクのストレージ容量が1 

TBだとしても、わずか400時間の映像

しか記録できない。ストレージと帯域幅

の適正なバランスを見つけることが、コ

ンポーネントメーカに共通する開発上の

問題になっている。

レンズの性能

　品質や機能の改善が見られるのは基幹

構成部品だけではない。カメラのレンズ

も、光透過率の向上をはじめとする絶え

間ない改善により、高解像度の達成に向

けて進化している。2メガピクセル以上

のネットワークカメラであれば、

NTSC/PAL規格に準拠するカメラの10

倍以上の解像度を持つ。2メガピクセル

カメラの解像度は1,920×1,080ピクセ

ルであるのに対し、NTSC/PAL規格は

約720×480ピクセルのD1解像度であ

る。一般向けのカメラはかなり以前から、

2または3メガピクセルの領域を超えて

いるが、民生用HDデジタルカメラや映

像カメラで使用されているレンズモ

ジュールは、業務用セキュリティカメラ

用としてはコストが高すぎるため、HD

ネットワーク監視カメラには向いていな

い。そのため、メーカは監視システムの

敷居を低くすることを念頭に置き、HD

およびネットワークカメラの基幹構成部

品の開発に取り組んでいる。

〈形態 2〉デジタル監視の中核技術

映像圧縮 画像処理 映像表示 映像内容解析

映像エンコーダ、
映像デコーダ、
マルチフォーマット、
マルチストリーム、
マルチチャネル

自動露出、
オートホワイトバランス、
オートフォーカス、
3D DNR （Digital Noise 

Reduction）、
顔認識、LDC （Lens 
Distortion Correct）、
WDR （Wide Dynamic 
Range）

SD出力、
HD出力、
OSD （On Screen Display）
グラフィック・オーバーレイ
イメージ・アクセラレーション
HDMIインタフェイス
暗号化表示

物体検出
目標認識
対象追跡
侵入検知
行動解析
映像の安定性
カメラに対するいたずら
の検出
顔認識

※ CCDセンサが主要の選択肢だったが、CMOSセンサが急速に追いつきつつある。
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3A

　3Aとは、 オートホワイトバランス 

（AWB）、オートフォーカス （AFC）、自動

電子シャッター （AES） を意味し、いずれ

も、監視カメラの重要な機能だ。これら3

つの機能が連動することで、様々な設定

や環境でカメラの録画映像が改善される。

現時点では、メーカがアナログ製品から

デジタル製品に移行している段階である

ため、これらの機能については、アナロ

グカメラの方がHDカメラやIPカメラより

もはるかに成熟し進歩している。しかし、

HD画質においては、3Aの重要性が一層

高まる。これら3つの機能を利用して、画

像調整をリアルタイムですばやく実行で

きるかどうかが、適切な基幹構成機器を

選ぶ際の重要な決め手となる。

さらなる解像度の向上

　映像監視メーカはCCDセンサを主要

な選択肢としていたが、CMOSセンサ

が急速に追いつきつつある。CMOSセ

ンサはCCDセンサよりもピクセル数が

多く、高解像度カメラに適している。一

般にCMOSセンサー1枚のシリコン上に

構成されるが、電気回路が占める面積が

圧倒的に大きく、実際の感光面は50%

に満たない。この問題を解決するため、

メーカがCMOSセンサの改良に注力す

るようになり、電気回路の面積を小さく

して、実質的な感光面を拡大するよう努

めている。その結果、今ではCCDセン

サより小さいサイズながら、匹敵する性

能のCMOSセンサが出現している。

CMOSセンサは標準的なシリコン生産

ラインで簡単に製造することができ、

CCDセンサよりもはるかに低コストで

ある。

　アプティマ社、オムニヴィション社、

ソニー、ネクストチップ社などのメーカ

は、DSPとISPに加えユーザ・インタフェ

イスやコントローラ機能をCMOSチッ

プに組み込み、さらに価格を低減してい

る。このタイプのCMOSは、複数の機

能を備えた最もコスト効率の良い選択肢

として注目されている。

省エネ化と低コスト化

前述のような利点に加え、CMOSセン

サはCCDセンサよりも消費エネルギが

はるかに少なく、バッテリで動作する小

型のカメラには最適だ。CCDセンサは

CMOSセンサの最大100倍の電力を消

費するため、複数の専用電源が必要にな

る。現在の潮流を考慮すると、近い将来、

CCDセンサの供給企業はCMOSセンサ

の開発に力を入れるようになるというの

がメーカの予測だ。

 から に
GDSF JAPANは、「Global Digital Surveillance Forum Japan」から
「Global Digital Security Forum Japan」に進化します。

これまでのGDSF JAPANのテーマは映像監視主体でしたが、2013年からセキュリティ
全体を網羅する内容となります。
映像監視ソフトウエアが統合ソフトウエアに拡張したように、GDSF JAPANも拡張しま
す。もちろん主役はデジタル映像監視です。
その内容はGDSF JAPAN 2013で体験していただくことができます。

GDSF JAPAN 2013は2013年9月27日開催です。

GDSF JAPAN事務局
gdsf@asj-corp.jp
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イメージプロセッサ

監視カメラの基幹構成部品として、イ

メージセンサに次いで重要なのがDSP

とISPだ。イメージセンサは画像を撮影

する役割を果たすが、イメージセンサの

性能が活かされるかどうかは、DSPと

ISPで使用するアルゴリズム次第だ。例

えば、どんなに高性能なイメージセンサ

でも、互換性のあるDSPやISPと組み合

わせなければ、イメージセンサの潜在能

力をフルに発揮することはできない。

現在、複数の機能を備えたSoCを開

発するメーカが増えているが、高性能カ

メラの場合、より高い画質とカメラ性能

が要求されるため、基幹構成部品がそれ

ぞれ独立し、固有の機能を実行すること

が求められることが多い。そのため、あ

る種の高性能カメラでは、ISPと一体化

したCMOSセンサがそれほど強く求め

られているわけではない。

ネットワークカメラの需要が大きく、

そのほとんどが ISPを使用するため、

DSPの開発が停滞しているかのように

見える。しかし、HD監視の本格化に伴

い、 ソニーやネクストチップ社などの

メーカが、フロントエンドからバックエ

ンドまでの構成機器対応の高性能なイ

メージセンサとDSPを開発している。

ソニーは、HD-SDI製品用のハイエンド

DSPを開発し、ソニー製、パナソニッ

ク製の最大3メガピクセルのイメージセ

ンサに対応できる点を強調している。

DSP供給企業は、構成部品がサポー

トする機能を増やし、付加価値の向上に

努めている。例えば、BNC、VGAイン

タフェイスに加えて、HDMIをサポート

するプロセッサが増えつつある。これら

のプロセッサでは、1,080pまたは720p

で画像を出力することができる。

▲ 高性能カメラの場合、より高い画質とカメラ性能
が求められるため、基幹構成部品がそれぞれ独立し
ている必要がある。

セキュリティアプリケーション
におけるコーデックSoC

　監視とストレージの質の向上において

は、コーデック映像ストリーミングが非

常に重要な役割を果たすため、圧縮チッ

プについても、いくつかの変化が予測さ

れる。高解像度画像はファイルのサイズ

が大きいため、現在、ほとんどのメーカ

の最大の関心事はストリームレートの低

減だ。ノイズ除去などの機能を追加する

ことで、映像ストリームを効果的に最大

25%減らすことができ、必要なストレー

ジ容量を低減することができる。

　映像監視は高画質の時代を迎えつつあ

る。高解像度カメラの出現で、記憶容量

や帯域幅など、ストレージ・ソリューショ

ンにおいて解決すべき課題がさらに増え

ている。よりダイナミックな監視と伝送

を実現するため、コーデックSoCに求

められるのがマルチ・ストリーミング機

能とダイナミックレンジ機能だ。カメラ

を定位置に設置する際に必要な光量を調

整できるように、ハイシリコン社、TI社、

グレイん・メディア社などのメーカが、

WDRを組み込んだSoCを提供するよう

になった。1,080pの解像度、30fpsで

映像圧縮が可能なH.264コーデック・

チップが主流になりつつある。 多くの

メーカが、安定性と圧縮レベルの高い高

性能な製品を近々供与する予定だ。

コーデックSoC開発の潮流

　SoCチップのマイクロエレクトロニ

クスと処理技術が継続的に進歩した結

果、シングルチップ・システムへの統

合が可能になり、機能の統合とコスト

の削減が達成され、大規模監視ソリュー

ション用の高性能なハードウエアが実

現可能になっている。コーデックSoC

は、メインCPUプロセッサに統合可能

なマルチプロセッサ・コアを備えたシ

ングルチップ・ システムだ。 つまり、

ASICやDSP、その他のコプロセッサな

どの集積回路に統合することができる。

このチップには、独自の処理サブシス

テムなどの機能を組み込むこともでき

るため、他と接続して機能を拡張する

こともできる。SoCをHDやフルHDな

どの目的で使用する場合、目的に応じ

て、演算能力の異なるCPUを併用する

必要がある。この組み合わせで、H.264

エンコーディングが最適化され、最良

の結果が得られる。

　セキュリティ・アプリケーション向け

に、CPUとDSP、CPUとASICの組み

合わせの開発が進み、2009年以降は監

視機器にコーデックSoCが実装される
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ストレージの発達と 
アプリケーション

ストレージの基幹構成部品は、 制御

チップ、プロセッサ、コントローラ、レ

ジスタ、NANDなどのフラッシュメモ

リ、ランダムアクセスメモリ（RAM）な

どだ。これらの構成機器の組み合わせで、

ストレージ・システムの制御能力や処理

能力を強化することができる。

映像監視ソリューションにおいては、

より高い解像度、V S a a S （V i d e o 

Surveillance As a Service） 性能、映像

内容解析（VCA）性能が要求されるよう

になり、 従来のHDDストレージ・ ソ

リューションでは対応が困難になってい

る。一部のメーカは、映像監視ソリュー

ションの要求を満たすため、情報化映像

アプリケーションやクラウド・ストレー

ジを統合した新世代のHDDストレージ・

ソリューションの開発を進めている。こ

うした新しいソリューションの目標は、

安定性と拡張性、セキュリティの向上を

達成しつつ、データの同時読み取りと書

き込みを可能にし、データの整合性を確

保することである。

ネットワーク映像監視の世界では、

VSaaSなどクラウド・サービスの導入

が始まったため、顔認識や人数カウント、

検知と追跡などの機能を備えた強力な

VCAも求められるようになった。それ

に伴い、優れた作業負荷管理機能と高性

能なストレージソリューションを備え、

より一元化されたHDD環境が必要にな

る。このようなHDD環境では、高速に

伝送を行い、複数のストリームを同時に

記録、処理して連続的な画像処理を行い、

画像分析用の大容量データを保存するこ

とができる。監視の世界は絶えず変化し

ているため、個々の監視システムに応じ、

適切なHDDストレージソリューション

を選択することがきわめて重要だ。

「基幹」構成部品

IC業界ではSoCに焦点が当たってい

ることは間違いない。SoCは、ますま

す高い性能が要求され、大規模化しつつ

ある。セキュリティ製品のネットワーク

化、HDへの移行、情報化に伴い、SoC

の採用が増えており、セキュリティ業界

におけるSoCの重要性が高まっている 

 

▲ 従来のストレージソリューションにとっては、画
質と解像度の水準の上昇が、克服すべき課題になっ
ている

ようになった。最近ではその手頃な価格

から、CPU＋ASICがDSP市場に旋風を

巻き起こしている。映像のエンコード、

デコードアルゴリズムをワンチップに組

み込み、入出力接続用に複数のピンを備

えている。完全なSDK開発ツールも提

供され、DVR、映像サーバ、ネットワー

クカメラなどの監視機器への投資の経済

的なハードルが低くなっている。

　メーカが、コーデックSoCを使用す

れば製品の設計や市場への投入に要する

時間を短縮できることを認識したため、

コーデックSoCは広く採用が進んでい

る。これは、製品開発のコスト削減、開

発の迅速化、製品の競争力向上という利

点に繋がる。現在、欧州と米国のほとん

どのDVRメーカがFPGA SoCを使用し

ているのに対し、中国と台湾のDVRメー

カの多くがSoCソリューションを使用

している。技術の成熟に伴い、コーデッ

クSoCソリューションを採用するメー

カが増えている。 コーデックSoCソ

リューションの普及に伴い、チャネルあ

たりの圧縮と処理のコストが下がり始

め、映像監視製品の開発がさらに加速し

ている。

　現在、多くの半導体ソリューション供

給企業が、さらに高いレベルの統合、新

技術の開発、システムコストの削減、シ

ステムパフォーマンスの向上による競争

力の強化をめざして、コーデックSoC

を採用している。現在、全てのチップ供

給企業が、1,080p H.264エンコーディ

ングが可能な次世代のコーデックSoC

の開発に努めている。

　コーデックSoCは単なるチップでは

なく、システム・ソリューションである。

コーデックSoCの出現で、製造コスト

の低減が実現し、業界全体が新たな段階

に突入しただけでなく、業界標準の形成

もスピードアップした。同時に製品メー

カが開発作業を繰り返す必要もなく

なった。

　DVRアプリケーションの開発後、組

込型DVRが出現した。 統合性が高く、

低コストで信頼性の高いSoCソリュー

ションは、組込型DVRに非常に適して

いる。
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魚眼レンズ付き
カメラによる
低コストで効果的な　
広域監視
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魚眼レンズ付き
カメラによる
低コストで効果的な　
広域監視

魚眼レンズ付きカメラは何年も前からあるにもかかわらず、実際の導入はまだ少ないよ

うだ。製品の数が少なかったことと、VMS(映像管理ソフトウエア)との統合が限られ

ていたことが普及が遅れた原因だ。しかし、状況は変わりつつある。魚眼の光学的特性

とその特長への関心を強めるカメラメーカや管理ソフトウエア・プロバイダが増えてい

る。本稿では、魚眼レンズ付きカメラの発展状況と利点、選択と導入の注意点について、

最新の情報を提供する。
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魚眼? パノラマ?

カメラマンは、パノラマレンズや半球

レンズを何十年も使用してきた。最近で

は、スマートフォンを使用して、文字通

りパノラマ効果や魚眼効果の画像を撮影

することができる。魚眼レンズ付きカメ

ラやパノラマカメラは、民生用エレクト

ロニクス業界では一般的であっても、セ

キュリティ業界ではそうではないよう

だ。

パノラマカメラは、1枚の魚眼レンズ

または複数の通常のレンズを使用して、

180度、360度のパノラマビュウを実現

する。｢複数のレンズを使用するパノラ

マカメラの場合、各レンズで撮影した画

像をつなぎ合わせてパノラマ画像を合成

する｣ とブリッコム社マーケティング・

マネジャのオズボーン・ファン氏は語る。

｢魚眼レンズ付きカメラは1枚のレンズ

でパノラマ画像を提供する。魚眼レンズ

は画角が非常に広く、画像に歪曲がある

ため、歪曲補正技術を使用して正常な画

像に戻し、人間が読み取れるようにする

必要がある。魚眼レンズ付きカメラの最

終的な画質を決定する重要な要因の1つ

が歪曲補正だ｣。

｢パノラマカメラとは、壁面に取り付

け、壁面から180度の視野を提供するカ

メラ、あるいは天井に取り付け、天井下

の360度の視野を提供するカメラだ。

180度の魚眼レンズを使用するカメラ

は、この種のカメラの技術ソリューショ

ンの1つだ。このことから、魚眼レンズ

付きカメラはパノラマカメラの一部とも

言える｣とアクシス・コミュニケーショ

ンズ社のプロダクト・マネジャのペトラ・

ベネルマルク氏は補足する。

路地の中間地点で片側の壁に背中を

つけて立った状態を想像すると、180度

の視野をイメージすることができるだろ

う。｢頭の位置にカメラが設置されてい

ると考えると、路地の左右の端や、頭を

もたれている壁を含めて、路地全体を見

渡すことができる｣とテネブレックス社

スカラップ・イメージング事業部門の製

品開発担当取締役エレン・カーギル氏は

言う。

プラス面とマイナス面

ユーザの立場では、魚眼レンズ付きカ

メラでできること、できないことを理解

しておくことが重要だ。固定カメラは、

どのように設置しても狭い視野しか捉え

ることができず、広い範囲を適切に捉え

るには複数のカメラが必要になる。一方、

PTZカメラは手動で制御する必要があ

ブリッコム社マーケティングマネジャ、
オジボーン・ファン氏

アクシス・コミュニケーションズ社プロダク
ト・マネジャ、ペトラ・ベネルマルク氏

オンカム・グランデイェ社国際営業担当
取締役グレッグ・アルコン氏

ヴィボテック社取締役副社長
スティーブ・マァ氏

▲ PTZカメラは手動で制御する必要があり、必要な時に正しい方向を向いていないことがある。
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り、必要な時に正しい方向を向いていな

いことが多い。｢室内や監視領域の中央

で壁あるいは天井に取り付けた魚眼レン

ズ付きカメラは、非常に広い範囲を視野

に収めることができ死角がない。可動部

がないため、手動で制御する必要もない｣

とAMGシステムズ社最高技術責任者デ

イビッド・マイヤ氏は語る。｢魚眼レンズ

付きカメラは固定カメラやPTZカメラに

完全に取って代わるものではないが、全

面的に撮影を行えるので、必要なカメラ

台数と社会基盤を削減することができ

る。被写体を1台のカメラで追うことが

できることは、法医学的分析面でも利点

が大きい｣。

とは言うものの、魚眼レンズ付きカメ

ラにはいくつかの問題点がある。魚眼レ

ンズ付きカメラでは、画像を歪める魚眼

レンズを使用して場面を1つの視野に収

めるため、円形の魚眼画像はイメージセ

ンサ上のすべてのピクセルを使用してい

るわけではない。また、メガピクセル・

イメージセンサとデジタル画像処理によ

り、視野の周辺部の歪曲が改善されると

はいえ、被写体が場面の周辺部方向に動

くと、画像の拡大率が減少する。

画像の歪曲とピクセルのチェック

魚眼レンズは円形の視野を投影し、中

心点から周辺部に向かって一定または線

形の歪曲が生じる。カメラに近い被写体

は大きく見えるが、カメラから遠ざかる

につれ、急速にサイズが小さくなる。こ

のため、周辺部では画質の低下が避けら

れない。こうした問題は、歪曲補正後、さ

らに｢悪化｣することがある。例えるなら、

地球と世界地図の違いのようなもので、3

次元の世界を2次元で表現しようとする

と必ずこの問題が生じる。ある種の地図

では、南極大陸とグリーンランドが異常

に大きく描かれ、南北両極が不正確にな

る。魚眼レンズも同様に、画像の中心点

から被写体が遠いほど、歪んで見える。

魚眼レンズ付きカメラの画像の歪曲

やピクセルの損失を、技術的見地から判

断するのは難しい。実際にカメラを試用

し、仔細部を確認するのが最善策だ。｢同

じ条件で比較する必要がある。つまり、

場面の同じ部分を、同じ視野で、カメラ

から同じ距離、方向角で撮影する｣とベ

ネルマルク氏は語る。

魚眼レンズ付きカメラは固定カメラ

と比較すると、光学イメージセンサが小

さく、その本当の解像度については混乱

させられることが多い。オンカム・グラ

 

開 催
GDSF JAPAN2013は、セキュリティの最新技術と市場動向を知ることができるイベン
トです。その名の通り、世界のセキュリティ企業が、各社の最新技術や製品を披露いたします。
今年は、スケールアップしたGDSF JAPAN2013で最新セキュリティ産業に触れること
ができます。詳細は、8月上旬に下記URLで公開予定です。

http://www.asj-corp.jp/gdsf_japan2013/

GDSF JAPAN 2013 （Global Digital Security Japan）
開　催　概　要

日時　　2013年 9月27日 10:00 ‒ 18:00
会場　　東京秋葉原UDXギャラリNEXT
内容　　最新セキュリティ機器およびシステムに関するセミナーと展示
聴講　　2013年 8月上旬より下記URLで受付開始
　　　　http://www.asj-corp.jp/gdsf_japan2013/audience/form.html

お問い合わせは下記までどうぞ
　ASJ合同会社GDSF JAPAN 2013事務局
　Eメール：gdsf2013@asj-corp.jpTEL：03-6206-0448　FAX：03-6206-0452
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▲ 魚眼レンズ付きカメラの画像の歪曲やピクセルの損失を技術仕様から判断するのは難しい。実際にカメラを
試用し、仔細部を確認するのが最善策だ。

ンデイェ社国際営業担当取締役グレッ

グ・アルコン氏は、エンドユーザや構築

企業が解像度を正確に検証するのに役立

つ単純な数式を教えてくれた。｢ほとん

どのメーカが5メガピクセル、すなわち

2592×1944ピクセルのセンサを使用し

ている。画像はレンズサイズ、つまり長

方形の中の円で切り取られる。この円の

直径は1944ピクセルということになり、

本当の解像度を算出するには、｢実際の

解像度は円の面積に等しい｣という方程

式を使用する｣。この場合、実際の解像度

は972×972であり、2.9メガピクセルに

相当する。

歪曲補正

人間の目は光学的な歪曲に慣れてい

ないため、解決手段として歪曲補正技術

が開発された。歪曲補正は魚眼レンズ付

きカメラで行う場合と、クライアント・

アプリケーションで行う場合とがある。

｢レンズで達成できる光学的解像度とイ

メージセンサで達成できる解像度が、歪

曲補正後の画質を大きく左右する｣ と

ファン氏は語る。｢例えば、光学的解像度

の高い魚眼レンズと5メガピクセルのイ

メージセンサを使用する場合、同じレン

ズと1メガピクセルのイメージセンサを

使用する場合よりも多くの情報を提供す

ることができる。一方、歪曲補正機能を

使用して生の光学データを処理するのに

要する時間は、プロセッサの演算処理能

力によって決まる｣。

カメラ本体における歪曲補正

歪曲補正をカメラで行う場合、ユーザ

の要求に応じて歪曲補正された画像が直

接得ることができる。撮影場面の歪曲補

正後の画像の数をユーザが指定すると、

後はカメラが処理する。｢カメラ本体で

の歪曲補正では、複数の仮想画像、すな

わち、視野の狭いウィンドウが作成され、

従来型のカメラと同様に死角が生じる。

ネットワーク経由でPTZ指令を使用し

て、これらのウィンドウを動かすことは

可能だが、 その場合現在のメカニカル

PTZカメラと同様、遅延時間が生じる｣と

アルコン氏は語る。｢また、カメラ本体で

歪曲補正を行う場合、360度カメラの最

大の利点の1つである、360度画像を遡及

的に表示する機能は使用できない｣。

バックエンドにおける歪曲補正

一方、クライアント側で歪曲補正を行

う場合は、遡及的な表示が可能だ。つま

り、時間をさかのぼって場面全体を元の

形のまま表示し、その後、360度画像内

でパン/チルト/ズームを自由に行うこと

ができる。｢クライアントにおける歪曲

補正のもう1つの利点は、複数のクライ

アントで同じ画像をそれぞれ違う視点か

ら同時に表示できることだ。従来のPTZ

カメラや、カメラ本体で歪曲補正を行う

360度カメラのようなタイムスライスが

不要だ｣とアルコン氏は言う。

しかし、a&s誌シニア・コンサルタン

トのアルフ・チャン氏の見解は異なる。

｢カメラ本体で歪曲補正を行う場合も、複

数のクライアントでそれぞれ別の視点か

ら同じ画像を表示することができる。こ

れは歪曲補正をどこで行うかよりも、む

しろNVRに関係する。確かに、歪曲補正

後の画像モードや数は、フロントエンド

で1人のユーザしか設定できない。歪曲

補正後の画像と録画映像は、NVRに保存

される。NVRを使用すれば、複数のクラ

イアントで同じ画像を別の視点から表示

することは可能だ｣。

歪曲補正をカメラ本体で行うにして

も、クライアント側で行うにしても、そ

れぞれプラス面とマイナス面がある。カ

メラが歪曲補正機能を備えていれば、補

正処理がカメラで行われるため、設置施

工者や構築企業にとっては、クライアン

トの負荷に関する不安材料が少なくな

る。逆に、クライアント側で歪曲補正を

行えば、相対的に柔軟性の高い遡及的な

表示が可能になる。

歪曲補正には多くの方式がある。｢よ

く知られた歪曲補正手法として、立体投

影、正距投影、円筒投影がある。どの手

法にも固有の利点があり、歪曲補正手法

の実装では、使用する魚眼レンズの光学

特性に合わせて細部を適応させる必要が
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▲ VMSの統合機能に限界があると、没入型の画像を実現する魚眼レンズ付きカメラを効率的に利用すること
はできない。

ある｣とファン氏は言う。｢需要とVMSと

の互換性が重要なポイントだ｣。

VMSとの相互運用性

魚眼レンズ付きカメラを製造してい

るほとんどのメーカが、独自のSDKを使

用して、歪曲補正と電子PTZ制御用ソフ

トウエアを開発している。 そのため、

VMSシステムとの統合が難しい作業に

なる。魚眼レンズ付きカメラの能力を最

大限に引き出すようにアルゴリズムを拡

張するには、フルサポート能力を備えた

VMSが必要になる。VMSの統合機能に

限界があると、没入型の画像を実現する

魚眼レンズ付きカメラを効率的に利用す

ることはできない。複数のメーカに対応

するVMS、または、定着した1つの標準

に対応するVMSが、魚眼レンズ付きカメ

ラ普及の鍵を握っている。

オンカム・グランデイェ社は、魚眼レ

ンズ付きカメラの潜在力やVMSプラッ

トフォームへの統合の増加を楽観視して

いる。｢技術は進歩し、画質は良くなって

きている。 他のあらゆる技術と同様、

VMSも着々と進歩している。当社は、あ

らゆるクライアント側アプリケーション

に統合可能な複数のプラットフォームに

対応するSDKを開発した。当社が特許を

取得した歪曲補正技術は、OpenGLと3D

モデリング技法を利用して、画像のテク

スチャマップを、コンピュータ・グラ

フィック・システムによって生成される

3Dオブジェクトであるp-サーフェイス

に投影する。この技術は、最先端のグラ

フィック・プロセッサ・ユニットを利用

しており、CPUの負荷の軽減に貢献す

る。CPUで歪曲補正を行うと、画像のサ

イズやフレームレートによっては、CPU

パフォーマンスの20%が費やされる懸

念がある｣とアルコン氏は話す。

マイヤ氏も同じ意見だ。｢当社はVMS

パートナ向けにソフトウエアを提供して

いる。このソフトウエアを使用して、高

解像度の魚眼レンズ付きカメラからのラ

イブ映像と録画映像の歪曲補正をすばや

く行うことができる｣。

ブリッコム社も技術パートナを増や

すことに積極的だ。｢当社の魚眼レンズ

付きカメラは、360度撮影のオープンな

標準技術であるイマヴィジョンを使用し

ているため、 現在、40以上のVMSソ

リューションと互換性がある｣とファン

氏は言う。

カメラで歪曲補正を行うことができ

るならば、VMSとの相互運用性は問題に

ならない。｢アクシス製カメラは歪曲補

正をカメラ本体で行う。VMSは、歪曲補

正済みの画像を扱う。こうした歪曲補正

済みの画像を動的に制御して、デジタル

PTZカメラを実現している。VMSアプリ

ケーションで歪曲補正に対処する必要は

ない｣とベネルマルク氏は指摘する。

今後の展開

一部のメーカが、24時間監視用のデイ/

ナイト魚眼レンズ付きカメラを発表して

いる。この種のカメラは屋外にも設置す

ることができる。屋内環境に限定せず、

屋外でも広く魚眼レンズ付きカメラを使

用できるようにすることが目標である。

過去数年間のIPベースの映像監視の最

大の進歩は、圧縮とメガピクセル技術だ。

これらの技術によりパノラマカメラや半

球カメラが新たな水準に到達し、以前よ

りも多くのアプリケーションで使用でき

るようになったとヴィボテック社取締役

副社長スティーブ・マァ氏は言う。｢最新

のセンサとレンズ技術を利用すれば、

メーカ各社が高品質の360度カメラを提

供できる。当社は、魚眼レンズ付きカメ

ラを高速ドームカメラと組み合わせ、広

い視野と優れた細部画像を実現するソ

リューションを提供することを計画して

いる。これで、どんな場面でも、全体画

像と特定部分の画像を同時に監視するこ

とが可能になる｣。 
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魚眼レンズ付きカメラは、場面のあら

ゆる状況を、複数のカメラを使用するよ

りも効率的かつ効果的に表示する目的で

使用する。360度の視野を提供するソ

リューションを導入することで、状況認識

機能を強化することができるが、死角が

生じる固定カメラやPTZカメラを使用す

るソリューションの場合、状況認識が難

しい場合がある。また、設置先の環境に

より監視が難しい場合がある。魚眼レン

ズ付きカメラは経済性の点でも優れてい

る。同じ場所を監視するのに、1台のカメ

ラと1つのライセンスだけで済むため、ラ

イセンス費用を削減することができる。

セキュリティ管理者は、視野を横に広

げる魚眼レンズ付きカメラを使用するこ

とにより、撮影範囲が途切れたり、空白

部分が生じたりすることがなく、 理に

適った方法で場面全体を網羅することが

できる。｢従来のソリューションでは、戦

略的な場所にカメラを設置、PTZ機能を

備えたカメラを追加設置して補完してい

た｣とa&s誌シニア・コンサルタントのア

ルフ・チャン氏は語る。｢今は別の選択肢

がある。撮影範囲内の死角を効率よく減

らし、全体的な状況認識を行えるように

なった｣。

魚眼レンズ付きカメラを使用すること

で、以下の利点が期待できる。

・非常に広い視野：死角のない撮影範囲

・ 1台のカメラによる途切れのない監視：

カメラの切り替えが不要

・ 広い場所を監視する際、カメラの台数の

大幅削減が可能

・ 時間を遡って場面をパン/チルト/ズーム

する機能：従来のPTZカメラでは不可能

360度の視野が得られるカメラを設置

すれば、通常のカメラを1台設置するより

も優れた状況認識が可能だ。しかし、魚

眼レンズ付きカメラは、どんな状況にお

いても固定カメラやPTZカメラに代わる

万能薬というわけではない。仔細部の損

失、ピクセル密度の低下といった問題は、

魚眼レンズ付きカメラの弱点だ。｢カメラ

を設置する高さと被写体からの距離によ

り、360度カメラでは顔認識や車番プ

レート認識には対応できないかもしれな

い。そのような場合、入口か出口で固定

カメラを使用する必要があるだろう｣ と

AMGシステムズ社最高技術責任者デイ

ビッド・マイヤ氏は語る。

業種

小売店とATM

エアライブ社営業＆マーケティング担

当取締役ベーシャ・リン氏によると、魚

眼レンズ付きカメラは、仔細部が不要な

状況で広角画像による監視を実現し費用

対効果の高いソリューションであり、小

売店に非常に適している。

オンカム・グランデイェ社国際営業担

当取締役グレッグ・アルコン氏も同意見

だ。｢現在、1万店を超える小売店が当社

の技術を採用しており、小売業は最も成

果が上がっている業種の1つだ。顧客が当

社の技術を採用する理由は主に2つある。

まず、状況認識では、360度技術を使用

することで、死角のない撮影範囲を実現

し、従来の多くのカメラが太刀打ちでき

ない速度と正確さで、場面を遡及的に分

析することができる。第二に、当社の製

品はマーケティング情報化機能を備え

て、正面のドアから来店した人数を数え

るだけでなく、経路分析、行列の計数、滞

在時間の確認などを行うことができる｣。

アクシス・コミュニケーションズ社の

プロダクト・マネジャのペトラ・ベネル

マルク氏も同意見だ。｢魚眼レンズ付きカ

メラの対象は、ほぼ全面的な撮影範囲、す

なわち全体の動きを大まかに把握するこ

とが要求され、監視の予算が限られた場

所だ。小売店がこれに該当する｣。

ATMの近くには、利用者の顔を、何に

も遮断されずに明瞭に捉える角度で固定

魚眼レンズ付きカメラを導入する方法
全方位の視野を提供する魚眼レンズ付きカメラを効果的に使用するには、セットアップを適切に行う必要がある。ここでは、魚眼

レンズ付きカメラの適切な用途、期待できる利点、設置上の注意点を詳しく紹介する。

AMG システムズ社最高技術責任
者デイビッド・マイヤ氏

エアライブ社セールス＆マーケティ
ング担当取締役ベーシャ・リン氏

ダイナカラー社プロダクト＆マーケティ
ング・スペシャリスト、クレア・フアン氏
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カメラが設置されているのが一般的だ。

それでも死角が存在し、犯罪者に悪用さ

れる懸念がある。ATMの近くにいながら

ATMを利用せず、取引をまったく行わな

い人物を捉えるには、広角の魚眼レンズ

付きカメラが非常に役に立つだろう。

遊技場

魚眼レンズ付きカメラ導入の商機が見

込まれる業種としてカジノを挙げること

ができる。｢魚眼レンズ付きカメラを法科

学ツールや捜査ツールとして利用するこ

とができる｣とMGMリゾート・インタナ

ショナル社監視担当取締役テッド・ホワ

イティング氏は言う。｢魚眼レンズ付きカ

メラは実際に活躍している。当社はこの

技術を、難所に対応するという意味から

チョークポイント・カメラと呼んでいる

カメラと組み合わせ、出入口などの場所

で使用している。魚眼レンズ付きカメラ

を使用するのは、追跡用のカメラとして

だ。ただし、過去に遡って誰かを追跡す

るためのカメラだ。一方、PTZカメラは、

ライブ追跡用カメラだ。誰かがカジノの

店内を通り過ぎていったとしよう。その

人物を、PTZカメラで追っている。その

人物が昨日誰かのiPadを盗んだと仮定す

る。魚眼レンズ付きカメラを使用して、そ

の人物のカジノにおける足跡を時間を

遡ってたどることができる。この追跡中、

いずれかの時点でチョークポイント・カ

メラの前を通り過ぎるので、その人物の

完璧な識別ショットが得られる｣。

市街地監視

交差点には多数のカメラが設置され、

あらゆる視点から監視を行えるように

なっている。魚眼レンズ付きカメラは割

安な代替手段になるだけでなく、状況認

識のために利用することもできる。｢市街

地監視の分野で、著しい成長が見られる｣

とアルコン氏は語る。｢VMSに統合され

た当社の歪曲補正ソフトウエアを使用す

れば、必要数の画像を作成し、ライブ、遡

及のいずれの使用法においても、必要数

だけ制御機器を使用することができる。

つまり、通常のネットワークカメラを4台

とか6台とか8台も用意する必要もない

し、カメラ本体の歪曲補正機能を使用し

て得られる4台の仮想カメラに限定され

ることもない｣。

設置のヒント

魚眼レンズ付きカメラを使用する場

合、映像を｢見る｣セキュリティ担当者の

視野が変わるため、設置には細心の注意

が必要になる。まず、カメラを取り付け

る位置と材質について意識する必要があ

る。ある種の魚眼レンズ付きカメラは、装

飾物に紛れ込んで目立たなくなることを

前提に設計されているため、乾式壁や石

膏ボードなどの固い天井材に取り付ける

必要があり、空気循環用の換気スペース

は取り付け場所として適していない。｢美

観が重要視される設置環境は多い。壁面

では目の高さや、目の高さより少し上に

取り付ける場合は特にそうだ｣ とアルコ

ン氏は言う。

魚眼レンズ付きカメラは広い領域を全

方位にわたって網羅するため、｢天井の高

さや、取り付け位置の高さが重要で、監視

領域を最も効果的に網羅するように、戦略

的にカメラの位置を決める必要がある｣と

マイヤ氏は言う。また、カメラへのPoEに

よる電力供給や、管理ネットワークへの接

続についても考慮する必要がある。

ダイナカラー社プロダクト＆マーケ

ティング・スペシャリストのクレア・フア

ン氏も同意見だ。｢魚眼レンズの周辺部で

解像度が低下することを考慮して、注視し

たい部分が画像の中心に来るように設定

する必要がある。そのため、取り付ける高

さと位置を慎重に考える必要がある｣。

360度カメラ

の設置時に注意

すべきもう1つ

の問題は、広い

視野内の光量の

ばらつきだ。｢照

明が非常に明る

い場合、画像が

白く飛んだり、

影が多くなったりする傾向がある。360

度カメラでは、暗すぎる場合や明るすぎ

る場合、情報を得ることができない｣とア

ルコン氏は言う。最も明るい部分と最も

暗い部分は設定が困難になる。｢カメラの

設置時に撮影場面全体を考慮し、どの程

度の光量ならば見やすいか、状況認識の

ために何を必ず見えるようにするかを明

確にする必要がある｣。

｢ 低周波ランプを使用する明るい環境

にカメラを設置すると、ちらつきが発生す

ることがある｣とフアン氏は付け加える。

魚眼レンズ付きカメラは、撮影範囲の

狭い固定カメラよりもはるかに広い視野

を提供し、全体的な状況認識を可能にす

る。魚眼レンズ付きカメラを場面の中心

に戦略的に配置すれば、広い場所で映像

監視を行う際に、監視範囲を最大限に拡

げることができる。魚眼レンズ付きカメ

ラは完全な360度画像を撮影できるの

で、死角のない100%の視野を実現し、決

定的な追跡証拠を得ることができる。た

だし、セキュリティ担当者は、魚眼レン

ズ付きカメラはスイス製のアーミーナイ

フのような万能型の監視ソリューション

ではなく、付加価値をもたらす目的で設

計されていることを理解する必要があ

る。魚眼レンズ付きカメラが提供するの

は場面の完全な概観であり、依然として、

固定カメラやPTZカメラが必要な場合も

ある。 

魚眼レンズ付きカメラを使用する場合、映像を見るセキュリティ担当者の視野が変わるため、設置には細心の注意が必要になる。▶
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 市場成長率

国際観光市場は宿泊業界と密接なつ

ながりがある。喜ばしいことに国際観光

は盛況だ。2012年、海外旅行者の数は初

めて10億人の大台に乗った。2011年の

9億9,600万人から4%、3,900万人の増

加である。

国連の世界観光機関(UNWTO)は、責

任と持続可能性に裏打ちされた観光の世

界的な振興をめざして広報宣伝活動を

行っており、2013年も国際観光旅行の着

実な伸びが続くと予測している。

UNWTOの最新の世界観光指標による

と、2012年の海外旅行者数は前年比4%

増、10億人をやや上回る水準に達し、

2013年も引き続き3～4%の成長が予測

されている。

国際観光旅行には景気の不安定性が

ほとんど影を落としておらず、この業界

の市場の変化への優れた適応能力が実証

されたと言える。UNWTOの事務局長タ

レブ・リファイ氏によると、ユーロ圏を

はじめとする世界各地で景気の先行きが

依然として不透明であるにも関わらず、

国際観光業界は危なげなく、歩むべき道

を歩んでいる。この業界は市況の変化に

適応できる潜在能力を備えており、ペー

スはやや緩やかになるとはいえ、2013年

も成長が続くと見込まれている。こうし

た理由から、旅行産業は各国政府が景気

刺激策の一環として力を入れるべき柱の

ひとつだとリファイ氏は指摘する。

世界旅行産業会議(WTTC)の調査によ

ると、旅行および観光業界は、製造、小

売、金融サービス、通信の各業界よりも

高い成長率を示し、2012年の新規雇用の

10%以上を生み出している。2013年も他

分野を上回る実績が予測され、 約2億

6,600万人の雇用を支えるとともに、

GDPに占める比率は3.2%増加し、2013

年の世界経済成長の予測値2.4%を上回

ると見込まれている。

この業界が今後10年にわたり、世界の

経済成長と雇用を大きく牽引していくこ

とは間違いないと、WTTCのプレジデント

兼CEOデイビッド・スコウシル氏は言う。

新興経済圏に見られる
観光旅行ブーム

旅行先として新興成長市場の人気が

上昇しており、これが宿泊業界の力強い

成長の一因だと同氏は言う。他業種と同

様、中国が他の経済圏を上回るペースで

成長している。WTTCの統計によると、

2023年には中国が米国を抜いて世界最

大の観光産業圏になると予測されてい

る。UNWTOによると、新興経済圏全体

では、海外からの旅行者数は平均4.1%

増加しており、先進経済圏の平均3.6%

控えめな景気見通しを示す業種が多いが、観光旅行ブームに牽引されたホテル業界は好調だ。旅行者に寝る場所を提供するだけの

存在ではないホテル各社は、高級感や利便性の向上にしのぎを削っている。折からの観光旅行ブームの恩恵に預かるべく、セキュ

リティの強化、宿泊客の体験の向上、スタッフやホテルの管理の改善に役立つ革新的な技術の採用が進められている。　

本特集では、宿泊業界という市場が秘める可能性と、ホテルのセキュリティを高める様々な潮流を検証する。

観光旅行ブームで活況を呈する
ホテル業界
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を上回っている。

UNWTOの統計では、海外からの旅行

者の増加率が最も著しいのはアジア太平

洋地域の7%で、次いでアフリカ6%、南

北米大陸4%、欧州3%である。興味深い

ことに、欧州の宿泊業界は、地域の経済的

苦境にも関わらず安定した状態を保って

いる。例えば、ギリシャではIMFや欧州中

央銀行の担当者による会議や視察が相次

いだため、ホテルが満室の状態が続いた。

中東は、｢アラブの春｣以降、2011年

のマイナス7%成長から2%改善した。と

はいえ、中東はプラス成長に転じる可能

性が十分にある。例えば、WTTCによる

と、アラブ首長国連邦(UAE)の旅行およ

び観光産業は、全世界の平均成長率を上

回るペースで成長を続けており、2012年

のUAE経済に14%の貢献を果たした。こ

れは全世界平均の9%を上回る。昨年の

総投資額のうち、観光産業が占める割合

は約23%で、2013年には投資額が12%

増える見込みだ。UAEを訪れる人の数

は、今後10年間、年5%ずつ増加すると

いう予測もある。

こうした数字を見る限り、宿泊業界に

は引き続き明るい展望が開けている。し

かし、より広い視野に立って社会やビジ

ネス環境の不安定性を考えると、ホテル

経営におけるセキュリティ問題を後回し

にするわけにはいかない。

宿泊業界の未来を占う

ホテル各社は、UNWTOやWTTCの統

計と同様に、頭打ちで飽和状態に達した

感のある先進経済圏ではなく、新興市場

に向けて各種資源やや投資を集中させて

いる。新たな旅行先が出現すれば、新た

にホテルが必要になり、新しいホテルに

はセキュリティ設備が不可欠である。現

在、ホテルの投資先として最も有望視さ

れているのはインド、ブラジル、中国、ア

フリカで、ヒルトンやハイアットなどの

大手ホテル企業が凄まじい勢いで新興市

場に進出している。一例を挙げると、カー

ルソン・ホテル社が現在開発中のホテル

の70%が新興市場に存在する。アーンス

ト＆ヤングによると、2014年のFIFAワー

ルドカップと2016年の夏季オリンピッ

モバイル関連予算
 (マーケティング予算に占める割合)

■ なし

■ 5%未満

■ 10～20%

■ 21～30%

■ 31～40%

■ 41～50%

■ 51～60%

34%39%

1%
1%
2%

19%

4%

0 5 10 15 20 25 30

ホテルの住所の調査、道案内

目的地やホテル近辺のレジャー関連施設の検索、調査

目的地やホテル近辺の飲食店の検索、調査

ホテルのレビューのチェック

ホテルの宿泊料金と空き状況の比較

ホテルの予約

ホテルの割引情報の受信

目的地やホテル近辺の地上交通機関の検索、調査

ホテルの予約の取り消し

ホテル業界におけるモバイル関連予算 (宿泊業界における割合)

スマートフォン所有者のホテル関連の行動

(2012年2～4月の3か月間にスマートフォンを使用して行ったホテル関連の行動)

出典: MarketingCharts.com (TripAdvisor)

出典: MarketingCharts.com (comScore)

38 |   Jul/Aug 2013

業種別市場



クの開催地であるブラジルでも、宿泊業

界の急成長が見込まれる。米国では、国

内のホテル開発はやや低調だが、国外で

は全力を挙げて開発が進められている

と、アメリカホテル協会のCEOジョセフ・

マクルネーニ氏は語る。

これらの新興市場で最も成功している

のが、幹部クラスの出張旅行者や好奇心

旺盛な富裕層を呼び込みやすい中級ホテ

ルと高級ホテルである。こうした旅行者

にとり、最大の関心事はビジネス会議や

名所観光などで、ホテルが安全であるこ

とは言わずもがなの条件である。つまり、

セキュリティ企業が活躍することができ

る広大な市場が開けていると言える。

モバイル対応によるホテルの
サービスの向上

広告から予約まで、ホテルのサービス

向上の鍵を握る重要な潮流はモバイルで

ある。マーケティング・チャート社によ

ると、トリップ・アドバイザのデータは、

全世界のホテル・オーナ、経営者の47%

がモバイル・アプリケーション、スペシャ

ル・オファ、予約サービスなど、モバイ

ル関連サービスの提供を計画しているこ

とを示している。供給は市場需要を反映

する。スマートフォン所有者の51%が、

スマートフォンを使用して航空便やホテ

ルの情報にアクセスしている。

セキュリティ業界では、スマートフォ

ンが入退管理の認証手段になりつつあ

る。スマートフォンの普及率の上昇に伴

い、ホテル各社はスマートフォンとサー

ビスの統合に向けて行動を開始してい

る。既に統合を果たしたホテルもあり、

宿泊予約サービスにチェックイン、

チェックアウト機能や客室への入退管理

機能を統合し、強化している。例えば、

世界最大級のホテル企業IHGは、2013年

12月以降、モバイル・チェックインを導

入する計画である。

宿泊業界の次の大きな変化はモバイ

ル・キーという見方が急速に広まりつつ

ある。スマートフォンを使用して客室に

出入りできるようになれば、鍵の紛失や

置き忘れなどの問題がなくなり、宿泊客

の管理を効率化することができるだけで

なく、宿泊客の体験の向上も期待するこ

とができる。セキュリティ各社は、ホテ

ル向けの安全な無線入退管理ソリュー

ションとして、NFC対応キーの提供を開

始している。今後、ホテルのセキュリティ

は、事後対応型から事前対応型へと進化

していく。 

 

asmag.comを使えば、
貴社ウェブへのアクセス件数が上昇！

毎月32,000人以上のセキュリティ専門家がasmag.comを訪問

asmag.com訪問者は米国や欧州、セキュリティ市場の新興国からと幅広い

80％以上の訪問者は購買決定権保有者

asmag.com onlineの訪問目的は、製品や企業の情報などの収集

既に2,000以上の会社がasmag.comと契約し、オンラインで事業促進中

さあ、貴社もasmag.comに参加しましょう！
詳細は下記までどうぞ
www.asmag.com
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　セキュリティ技術の発展に伴い、宿泊業界の従来のセキュリティの概念を超えて、より快適な体験や高度なセキュリティを宿泊

客に提供しようという機運が整いつつある。RFID、生体認証、先進的な自動化などの技術を導入することで、ホテル運営の効率

を高め、かつてない利便性や快適性を提供して宿泊客をもてなすことが可能になる。コストがかかる技術もあるが、VIPの厚遇に

関しては、どんな些細なことでも手を抜かないのが一流ホテルだ。このようなホテルでは宿泊客の満足感が投資収益率に直結する。

　本稿では、徐々に姿を現しつつあるNFC、生体認証アプリケーション、ホテル自動化に注目する。これらの技術は、宿泊客の

体験の向上、スタッフ管理の効率化、ホテルの運営コストの削減が可能なソリューションを実現する。

NFC、生体認証、
自動化で形成する6つ星ホテル

　ホテルは、あらゆる人々を迎え入れる

開放空間であり、 入退管理がセキュリ

ティ上の重大な懸念事項になる。客室の

施錠システムとして何を選択するかは重

大な決断であり、システムの信頼性や耐

久性が1日に何度も試されることにな

る。1990年代、磁気ストライプ・カー

ド技術が多くのホテルで採用されてい

た。近年は、消磁しやすい旧来の磁気ス

トライプに代わって、非接触技術の人気

が高まっている。

　現代の旅行者が好んで利用するのは、

利便性や快適性を提供してくれる宿泊業

者だ。フロントデスクにおけるチェック

イン手続きを省略して客室に直行できる

ホテルの人気が高まっている。このオプ

ションは、モバイル・キーを宿泊客の携

帯電話に直接送信することによって実現

することができる。

　ホテルが非接触式の電子ドアロックの

採用を進める理由はこれだけではない。

NFC対応の携帯電話が少しずつ現実味

NFCを利用した入退管理

▲ 一流ホテルは、コストがかかる技術であっても、
VIPの厚遇に関しては、どんな些細なことでも手を
抜かない。
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を帯びているため、NFCを調達の検討

候補に加えることができるようになって

きた。世界中の携帯電話会社がNFC技

術の搭載の作業を進めているが、2012

年10月現在、NFC対応スマートフォン

は0.05%に過ぎない。しかし、アッサ・

アブロイ社、カバ社、オープンウェイズ

社などのセキュリティ企業は、宿泊業界

でのNFC採用を今後の既定路線と見な

し、既に幾つかの高級ホテルで試験運用

を開始している。宿泊業界では、セキュ

リティ、施錠システムの一般的な寿命は

10年程度のため、NFCの調達を検討す

るのは賢明な考えと言えるだろう。

NFCによるサービスの向上

　数千の物理的なキーやカードを扱う必

要がなくなるだけでなく、セキュリティ

や宿泊客の利便性が高まるというのは、

ホテルにとり間違いなく魅力的なアイ

ディアだ。現在NFC技術の用途として

は、決済や乗り継ぎ切符の購入、鍵やデー

タ伝送などの非接触式取引と処理が最も

多く、宿泊業界では爪先を踏み入れた段

階である。

　アッサ・アブロイ社は、NFC技術を

使用した宿泊業界向け入退管理ソリュー

ションの先駆けだ。同社のNFC事業は

絶好の機会で始まった。インタナショナ

ル・データ・コーポレーション(IDC)社

の『Wor ldw ide Quar te r l y Mob i l e 

Phone Tracker (世界の携帯電話市場に

関する四半期報告書)』によると、スマー

トフォンの出荷台数は2013年中に初め

てフィーチャフォンを追い抜くと予測さ

れている。

　スマートフォンとNFCの潮流に社運

を賭ける同社は、宿泊業界向けのNFC

対応デジタル・キーを発表した。チェッ

クイン、チェックアウト時の行列を解消

することができ、鍵の紛失に対処する必

要がないNFC技術は、宿泊客の管理を

容易にし、効率化を実現できる可能性を

秘めている。人々は、携帯電話ならどこ

でも持ち歩くが、鍵や財布はそれほどで

はないからだ。客室の｢鍵｣は、宿泊客の

NFC対応の携帯電話に直接送信するこ

とができるため、宿泊客はチェックイン

の手続きをせずに、客室に直行すること

ができる。

　現時点でNFCを採用しているホテル

は少ないが、数年以内にNFCが携帯電

話市場を席巻することが予想される。そ

の結果、携帯電話が様々な機能を結び付

ける接続点の役割を果たすようになり、

ホテルの入退管理が一変する可能性が

ある。

携帯電話によるサービスの多様化

　オープンウェイズ社は、モバイル・キー

を今すぐ現実のものにするクライプト・

アコースティック・ クレデンシャル

(CAC)技術を開発した。CACは同社の

登録商標で、あらゆるモバイル・ネット

ワーク技術と互換性のある暗号化音声

キーを携帯電話に送信する。生成される

音声は唯一無二で、使用した瞬間に無効

になるので、同じ音声を複製するのは不

可能だ。

　このソリューションは便利なだけでな

く、セキュリティも強化する。ホテルは

全てのゲスト・キーとマスタ・キーを常

に追跡管理することができる。紛失した

キーは、オンラインで、サーバレベルで

無効化することができる。マスタ・キー

の紛失に関して、この種の管理システム

のメリットは大きい。スタッフが各ドア

のロックプログラムを使用して、紛失し

たカードを無効化する必要がなく、一部

のドアやロックについての作業を忘れる

心配もない。

　また、｢客室の変更｣や｢宿泊の延長｣

などのオンライン管理機能も備え、旅行

プランの変更に対応することができるた

め、宿泊客の満足度が高まる。

宿泊客が携帯
電話を使用し
てチェックイン

宿泊客はチェック
インの列に並ばず
に客室に直行し、
非接触式カードの
代わりに携帯電話
をドアロックにか
ざして解錠するこ
とができる。

暗号化された鍵は、TMSに
よってSIMカードに送られる。

資料提供: アッサ・アブロイ社

ホテルのセキュリティ
システムにより部屋
の鍵が生成され、 宿
泊客に客室が割り当
てられる。

生成された鍵は、
安全なチャネル
を使用してモバ
イル・キー・プラッ
トフォームに送ら
れる。モバイル・
キー・ プラット
フォームにより
鍵 が 暗 号 化 さ
れ、バックエンド・
システムとのエン
ド・ツー・エンド
のセキュリティが
確保される。
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チェックイン単位の支払いモデル

　モバイル・キーは、ライセンスを購入

し設定費用を支払うという形式だけでな

く、宿泊客のチェックイン単位で支払う

という形式でも運用できる。この場合、

モバイル・キーは、大手の電子ロックシ

ステム・ベンダや、不動産管理システム、

中央予約システム、キオスクなどの機能

を提供する専門のチャネル・プロバイダ

など、様々な構築パートナを通じてエン

ドユーザに送信される。宿泊日数やドア

を開閉した回数に関わらず、チェックイ

ン単位、または発行された認証情報ごと

に小額の費用を支払う。このような運用

を行うことで、ホテル経営の投資収益率

をさらに高めることができる。

クラリオン・ホテルのNFC試験運用

　スカンジナビア諸国最大のホテル

チェーンのチョイス・ホテルズ・スカン

ジナビア社は、宿泊客と従業員を対象と

してNFCベースのサービスの試験運用

を4か月間行った。この種の試験として

は宿泊業界初の試みの1つで、スウェー

デンのストックホルムにあるクラリオ

ン・ホテルで実施された。アッサ・アブ

ロイ社のほか、携帯電話会社テリア・ソ

ネラ社、トラステッド・サービス・マネ

ジャ(TSM)企業ヴェンヨン社が協力し、

約30人の宿泊客と従業員が参加した。

ソリューション

　アッサ・アブロイ社が提供するNFC

ベースのソリューションにより、宿泊客

はフロントに並ばずにチェックイン、

チェックアウトが行える。宿泊客は通常

通りの方法で客室を予約し、宿泊予定日

になると歓迎のテキスト・メッセージが

送られてくる。

　NFC技術のおかげで、宿泊客はフロ

ントを通り過ぎて客室に直行し、ホテル

を満喫することができる。 宿泊客は、

NFC対応の携帯電話の画面でモバイル

サイトへのリンクをクリックし、チェッ

クインを行い、客室番号とキーを無線で

ダウンロードする。このデジタル・キー

は、TSMにより安全なドメイン経由で

送信される。

　客室に着いたら、携帯電話を非接触式

ロックにかざして、すぐに入室すること

ができる。チェックアウトは、ロビィで

NFCタグに携帯電話をかざすだけで行

える。モバイル・アプリケーションを開

いて、手動でチェックアウトすることも

できる。また、従来のようにホテルの従

業員と対面してチェックアウトするこ

ともできる。どの方法でもキーは無効化

されるが、宿泊客の好みに対応できる柔

軟性が生まれている。宿泊客が携帯電話

を紛失した場合は、TSMを通じてデジ

タル・キーを遠隔で無効化することがで

きる。

利点

　この試験運用は成功し、 宿泊客が

NFC対応のデジタル・キーを歓迎して

いることを示す結果が得られた。試験運

用中、常連客28人が平均17回にわたり

ホテルに宿泊。このアプリケーションを

繰り返し使用し、フロントで順番待ちを

する必要がない点を高く評価した。

90%の宿泊客が時間の節約になったと

回答し、10分以上節約できたと回答し

た人が60%に達した。

　さらに、大部分の宿泊客がNFC対応

のサービスをもっと増やしてほしいと希

望した。ホテルは、拡張計画や開発計画

にNFC対応サービスの導入を含めるの

▲ 客室に着いたら、携帯電話を非接触式ロックに
かざして入室することができる。(資料提供: アッサ・
アブロイ社)
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が賢明と言えそうだ。食事、飲み物、ホ

テルの各種サービスの支払いにNFC技

術を使いたいという参加者は80%に

上った。さらに、地図、ルームサービス

のメニュー、ジムやスパ、レストラン、

バー、公共交通機関など、ホテルが提供

する有益な情報をモバイルキーアプリ

▲ 顔認識システムの導入により、リピート客を認識
することができる。

ケーションを通じて直接入手するという

可能性についても肯定的に評価された。

つまり、ホテルが宿泊客との親密な関係

を構築する上で、NFC技術が役に立つ

可能性がある。

　NFCはまだ発展途上の技術ではある

が、宿泊業界にとって潜在的なメリット

生体認証の人気が上昇中

　セキュリティ・アプリケーションでの

生体認証の人気が高まり、宿泊業界もそ

の機運に乗じている。勤務時間、勤怠管

理、入退管理など、スタッフの管理を生

体認証を使用して行えば、管理を効率化

することができるが、生体認証を使用し

て宿泊客の管理を行うなど、プライバシ

の問題からあり得ないように思える。し

かし、最近、ドバイのある高級ホテルは、

生体認証による宿泊客管理を導入した世

界でも数少ない高級ホテルの仲間入りを

果たし、VIP顧客向けに真に個別サービ

スを提供している。

VIPとスタッフ向けの生体認証

　生体認証による入退管理を導入してい

るホテルは世界でも少数で、一般にVIP

向けに限定して導入している。米国では、

ボストンのナイン・ ゼロ・ ホテルが

2004年にクラウド・ナインのペントハ

ウス・スイートの宿泊客を対象に生体認

証の虹彩読取機を導入したのが最初だっ

た。同ホテルでは、VIP顧客のセキュリ

ティを確保するため、従業員出入口や配

送受付でも虹彩読取機を使用し、スタッ

フと許可された関係者しかホテルに立ち

入れないようにしている。

　米国ヒューストンにある客室数1,200

のヒルトン・アメリカス・ホテルでは、

宿泊客、従業員、さらにはスーツケース

さえも識別可能な顔認識システムを導入

している。リピート客が認識されると、

スタッフが出迎えの挨拶で名前を呼び、

好印象を与えることができる。好ましく

ない人物が施設に入ると、スタッフに警

報を送信する。スタッフの管理では、勤

務状況を監視し不正な休憩を防止するこ

とができる。

　しかし、インテリクス・セキュリティ・

ソリューションズ社常務取締役サン

ジェイ・グプタ氏によると、指紋認証方

式は、ほとんどのホテルに勧めることが

できない。度重なる指紋の提示を不快に

思う宿泊客が多く、まるで犯罪者扱いさ

れたように感じるという。一方、顔認識

がある。NFC対応の携帯電話が普及す

れば、その潮流をホテルが注視しないは

ずがない。今年バルセロナで開催された

モバイル・ワールド・コングレスで、アッ

サ・アブロイ社をはじめとする何社かの

セキュリティ企業が携帯電話会社の関心

を集めたのも当然と言える。

▲ 顔認識システムの導入により、リピート客を認識することができる。
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技術については、気付かれないように使

用し、受付における対応を良くするため

の管理ツールを開発できると同氏は考

えている。

スタッフ管理

　宿泊業界は膨大な数の正社員、パート

タイム、アルバイトを雇用する産業で、

スタッフが様々な場所で様々な勤務時間

シフトで働いている。また、ホテルの日

常業務の一環として、非常に多くの配達

スタッフにも対応しなければならない。

スタッフの勤怠管理と入退管理は、ホテ

ル経営者にとって頭の痛い問題である。

タイムカードの打刻を同僚に頼んだり、

手書きの勤務時間シートが不正確だった

りという問題は、計算ミスや給料の過払

いに繋がる。カードや鍵を使用する従来

の入退システムは、置き忘れや盗難とい

う問題が付いて回る。しかも、このよう

なシステムでは追跡記録が得られず、長

期的にも一時的にも、入退権限を割り当

てたり、無効化したりする手段がない。

生体認証を使用する勤怠管理、入退シス

テムを導入することにより、ホテルのス

タッフ管理を大幅に改善しうる。この種

のシステムでは、従業員ごとに固有のプ

ロファイルと職務に応じた入退権限が作

成され、それに基づいて勤務状況や入退

管理を監視し、悪用を防止することがで

きる。また、生体認証システムには、給

与支払報告機能を組み込んでいる場合が

多く、従業員の実際の勤務時間とホテル

の勤務表を照らし合わせる複雑なクロス

チェック作業を簡略化することができ

る。その結果、経営者や会計スタッフの

負担が軽減され、より重要で差し迫った

問題に対処することが可能になる。

　現在、ホテルのスタッフ管理のために

生体認証アプリケーションを採用した大

規模な導入事例は、ナイジェリアに見ら

れる。ナイジェリア旅行開発社(NTDC)

の最近の発表によると、同社はオービッ

ト・テク社と協力して、国内の全てのホ

テルのスタッフと職員の生体認証情報を

登録した電子データベースを構築するこ

とを計画している。ナイジェリアの宿泊

産業における犯罪活動の抑止が狙いだ。

同国のホテルオーナーは、スタッフ管理

の改善につながるNTDCのプロジェクト

に協力する姿勢を示している。

生体認証ソリューションを導入したヒル

トン・アメリカズ・ヒューストン

　米国テキサス州ヒューストンのヒルト

ン・アメリカズ・ヒューストンは、同市

最大のコンベンションホテルだ。 この

24階建ての最新式ホテルは、環境に対

するコミットメントが認められ、グリー

ンシール認定を獲得した州内初の施設

だ。91,500平方フィートの会議スペー

スと1,200の客室を備えた同ホテルは、

2003年12月の開業以来、ヒューストン

における大規模会議の開催地として利用

されている。ところが、同ホテルの監視

システムは、平均的な標準機能のみを搭

載した130台の監視カメラと、それに接

続する8台のDVで構成していた。この

システムでは映像データの録画と保存は

効率的に行えるが、セキュリティ・チー

ムが必要な映像を探し出す際に、録画映

像を効率的に検索することができなかっ

た。そのため、同ホテルは、先進的な映

像管理ソリューションへのアップグレー

ドを決定した。

ソリューション

　ヒルトン・アメリカズ・ヒューストン

は、タイコ・インテグレイテド・セキュ

リティ社に協力を依頼し、顔認識、方向

動体検知、ナンバープレート認識機能を

搭載した3VRの先進の映像分析システ

ムを導入した。3VRの映像情報化プラッ

トフォームでは、先進技術を応用して、

映像監視データの取得、分析、管理、検

索をスピーディかつ簡単に行える。また、

情報化機能が搭載されており、重要なも

のとそうでないものを選別し、生データ

が有益な情報に変わる。 このソリュー

ションは実質的に全てのカメラと連繋す

るため、同ホテルの既存のカメラシステ

ムを活用でき、総所有コスト(TCO)の削

減に繋がっている。

利点

　ヒルトン・アメリカズ・ヒューストン

は、このソリューションの導入後、まず

従業員の勤務時間の虚偽申告を減らす目

的で、システムの顔監視機能と動体分析

機能を利用した。同ホテルの年間人件費

1,600万ドルのうち、相当な額が無駄に

支払われているおそれがあった。映像分

析の結果、正式な手順に従っていない従

業員が特定された。

　3VRの情報化ソリューションは、紛

失した荷物を探し回るという時間のか

かる作業にも大きな変革を起こし、宿泊

客へのサービスの向上に繋がっている。

▲ インテリクス・セキュリティ・ソリューションズ社
常務取締役サンジェイ・グプタ氏
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同ホテルでは、年間約7,000件の紛失物

を探索しているが、長時間を要するこの

作業が情報化映像分析により大幅に迅

速化している。例えば2,000ドル相当の

旅行鞄を探し出す際に、このソリュー

ションが威力を発揮した。ホテルのス

タッフは紛失物のトラブルをわずか数

分で解決し、より重要な業務に専念でき

るようになった。

　同ホテルでは、セキュリティ以外の分

野でもこのソリューションを活用し、リ

ピート客やVIP客をタグ付けすることで

サービスの改善に努めている。 現在約

1,000人が登録されているこのシステム

を利用して、ヒルトン優待ゴールド会員

を識別し、VIPがホテルに到着した瞬間

から出発する瞬間まで、特別なサービス

を確実に提供できるようにする計画であ

る。さらに、このプラットフォームを予

約システムと統合し、VIPの到着をス

タッフに知らせることも検討中だ。

ホテル、国土安全保障、生体認証

　旅行業の隆盛を背景に、ホテルはテロ

リストや逃亡犯の脅威にさらされてい

る。グプタ氏は｢生体認証技術は、宿泊

業界でのセキュリティやトレーサビリ

ティの向上に重要な役割を果たすように

なる。顔認識技術を利用して、テロリス

トや出入り禁止の人物を発見し、リアル

タイムに警報を発生させることにより、

不運な出来事を未然に防ぐことができる｣

と言う。さらに同氏は、宿泊業界はホテ

ルのセキュリティを強化するための投資

に積極的な態度で臨むべきだと言う。例

えば、ムンバイで発生したホテル爆破の

ような不幸な事件を避けるためにも、宿

泊客の識別とトレーサビリティの必要性

はきわめて高い。

　9.11同時多発テロ以来、官公庁の建

物でセキュリティ対策が強化されたが、

ホテルは脆弱なターゲットとしてテロリ

ストに狙われやすくなった。開放的な構

造になっていることに加え、要人や高官

がよく利用するからだ。宿泊業界では、

インドの2つの有名ホテルで起こった爆

発など、死亡者が出た事件の発生をきっ

かけに、 政治的に不安定な地域でのセ

キュリティ対策の強化を進めている。

　インドネシアのジャカルタにあるグラ

ンド・ハイアット・ホテルでは、ホテルの

ゲートに守衛が常駐している。すべての

車両のトランクを守衛が調べ、車体の底

面も鏡を使ってチェックし、爆発物がない

ことを確認した上で、初めて玄関までの

通行許可が下りる。宿泊客の荷物の中に

不審物がないかも係員が調べ、建物の入

口には金属探知器が設置されている。

　パキスタンの主要都市では、同国のマ

リオット・ホテルで発生した爆破テロ事

件の影響で、過去に狙われたことのある

ホテルが、既にに厳密に実施している保

安対策をさらに強化するようになった。

同ホテルでは、爆薬を積んだトラックが

現れた夜も、複数の層からなるセキュリ

ティが既に講じられていた。守衛がこの

トラックをいったん停車させ、 車両を

チェックした上で、油圧式の柵を開け、

通行を許可していた。トラックが爆発し、

少なくとも50人が死亡し、250人が負

傷したが、こうした対策さえ講じておけ

ばトラックがホテルに侵入することはな

く、人命は脅かされないと誰もが信じて

いた。この事件以来、宿泊客はホテルに

足を踏み入れるまでの間に、自警武装組

織をはじめとする複数のセキュリティ・

チェックポイントを通過せざるを得なく

なった。例えば、イスラマバードの高級

ホテルのセレナ・ホテルでは、訪問者に

行先や面会相手を尋ねている。

▲ホテルはテロリストや逃亡犯の脅威にさらされている。

業種別市場
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　宿泊業界にとり、 自動化は単なるセ

キュリティ機能以上の意味がある。多く

の観光地とホテルで、自動化によりホテ

ルの競争力が高まり、投資収益率の達成

が可能になる。 有線方式あるいはジグ

ビーやWi-Fiを利用した無線のエネルギ

管理システムを使用してエネルギ利用を

制御すれば、コストの節約と収益の向上

が期待できる。エネルギ費用はホテルで

最も大きな予算項目の1つで、ホテルの

収益性は光熱費に著しく左右される。米

国に限っても、平均的なホテルの客室の

エネルギ費用は年間最大2,000ドルであ

る。また、企業会議や宿泊先を検討する

際に、ホテルの省エネ体制を考慮に入れ

る団体は多い。自動化が採用されていれ

ば、客室の温度や照明が適正に制御され

るため、宿泊客からの評価も高い。こう

した理由から、自動化システムの導入は

ホテルの売上拡大に貢献する可能性があ

る。

　でコスト削減し、快適性と生産性を向

上させた

マンダリン・オリエンタル・ホテル・グループ

　エクセラ・ホテルは、マンダリン・オ

リエンタル・ホテル・グループが所有す

る香港最大のホテルだ。宿泊業界で最も

急激に高騰している経費は、総運営経費

の3～5%に相当するエネルギ費用だ。同

グループも当然のことながらエネルギ管

理の改善に努め、世界26か国41のホテ

ルの省エネ対策を絶えず模索している。

ソリューション

　エクセラ・ホテルがめざす省エネを達

成し、経費を削減し、不動産の価値を高

めることを目的として、シーメンス・ビ

ルディング・テクノロジイズ社のエネル

ギ性能ソリューションが採用された。

同ホテルと同社は、投資の見返りである

コスト節約の総額と、契約期間中に発生

する余剰利益の分配方法について、双方

合意の上、契約を締結した。契約終了後

は、同ホテルが節約額を全て享受できる

ようになる。

　シーメンス・ビルディング・テクノロ

ジイズ社は目標を達成するため、ホテル
▲ 宿泊業界で最も急激に高騰している経費は、エ
ネルギ費用だ。

の冷却装置をアップグレードして効率を

高め、 冷却水ポンプと凝縮水ポンプも

アップグレードして冷房負荷を改善し

た。 建物の自動化システムもアップグ

レードした。さらに、重要な情報を提供

し、新しい技術の採用による節約効果を

測定して検証するエネルギ監視システム

を導入し、冷却プラントも最適化した。

利点

　現在、同ホテルでは現実的な観点から

メリットを評価できるように、四季を通

じてエネルギ節約システムを評価中であ

る。宿泊業界で、経費を削減し競争力を

高める目的で、エネルギ・パフォーマン

ス自動化システムへの関心が高まってい

ることは、同ホテルの事例から明らかだ。

ホテル自動化は、省エネという成果によ

り投資収益率を保証する。ホテル自動化

を導入することで、施設の近代化による

価値の増大を実現し、ホテル基盤の改善

に必要なコストを最小化できるだけでな

く、関連する財政的リスクも最小限に抑

えることができる。 

自動化によるホテルのエコ対策

資料提供: シーメンス社

コスト管理

安全とセキュリティ
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　ボックストレイ収納型指静脈認証機付

き鍵管理ボックスは、データセンタのよ

うに厳格な機密性が要求されるソリュー

ションでの導入に最適なシステムである。

旧来の管理方法

　複数の使用者にホスティングサービス

をしているデータセンタでは、受付がサー

バラックの鍵を保管している場合が多い。

そして、サーバの保守点検担当者の入室時

にサーバラックの鍵を渡し、退出時に鍵を

受け取り再度保管するといった作業を、人

的作業で行っている。また、サーバ室への

入退も、受付での入館証の記入や入室証の

提示で行われているのが一般的だ。

　これでは、本人確認が本人の申請や社

員証等でしかできず、虚偽申請や他人の

カード使用を発見できない危惧がある。

さらに、鍵が未返却でも気づくまで分か

らず、追跡も困難となる。

導入の利点

・ ボックストレイ方式鍵収納は、鍵を個

別に管理できる。

・ 指静脈認証により本人確認が正確で、

他人のなりすましが不可能。

・ シリンダ方式のように、扉をあけたら

すべての鍵が見えることがない

・ 鍵にあるRF-IDタグを読取機にかざす

と返却トレイが自動でオープンし、常

に正位置に鍵を返却できる。

・ 鍵単位で貸出と返却の日時と利用者を

特定して記録するため、不正が困難。

・ 利用者ごとに利用権限や貸出と返却時

間の設定が可能。

・ 管理PCで登録と履歴表示と検索が

可能。

・ 緊急時は一括で鍵を取り出せる。

・  鍵を返却しないと退出できない等、入

退管理をはじめ他のシス

テムとの連動のカスタマ

イズが可能。

トレイの幅

　1本の鍵収納タイプから、3本の鍵束

や自動車用キーレス・エントリも収納可

能な幅広タイプ、20本の鍵束用ワイド

タイプと各種そろえている。

　トレイ寸法内であれば、鍵だけでなく

印鑑や各種カード、携帯電話やUSB等

の収納も可能。幅広とワイドタイプには

誤返却検出機能が付く。

さらに1段ごとにトレイの

増設が可能である。

受付側の利点

　サーバラック用鍵の授受時に、権限保

持者の確認が無人で確実にできる。また

受付の担当者不在時でも鍵の授受が可

能。さらに、鍵の授受に関する業務を省

くことで、設備や機器の管理、事務処理

等などの業務に集中できる。

利用者側の利点

　利用できる鍵や返却トレイを自動表示

するため、簡単で間違えがない。加えて、

データの秘密管理が実質的に機能する。

データセンタ側の利点

　セキュリティの高いデータセンタとし

てPRでき、収益向上が期待できる。また、

Pマーク取得対応データセンタ等の認定

が受けやすくなる。そして、受付用人員

削減が可能になる。 

データセンタで機能する、ボックストレイ
収納型指静脈認証機付き鍵管理ボックス

連載：生体認証
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車番認証システムVehicle Vision

Vehicle Visionは、映像監視カメラで

撮影した車両の画像から、画像処理によ

りナンバープレートを自動検出し、数字・

文字を読み取る。車両は停止状態だけで

なく低中速で走行しているため、 ナン

バーを正確に読み取るために複数の画像

を合成している。

さらに、オプションで入退場ゲートや

パトライトなどの外部機器と連動するこ

とも可能で、許可されたナンバーの車両

だけ自動で入退場させるシステムなどに

も応用できる。車番認識エンジンの基本

仕様では、大型・普通・軽自動車のナン

バープレートに対応し、時速50km程度

までの範囲で、陸運支局名（漢字または

ひらがな）からナンバーの数字までを認

識できる。

｢Vehicle Visionは、Windowsで動作

するアプリケーションとネットワークカ

メラとをネットワーク接続で組み合わせ

ることで、システム動作するよう設計さ

れている。その結果、従来の画像認識シ

ステムと比較しても、低コストで実現す

ることができる｣と重崎氏は強調する。

 システムに求められる条件

重崎氏は、システムに求められる条件

として、｢一般的なPCでも、ハイエンド

の製品であればVehicle Visionを動作さ

せることは可能だ。しかし、お客様の環

境にもよるが、例えば24時間利用可能

な駐車場の場合、入退場管理も24時間

連続して稼働することが求められる。し

かも24時間365日連続運用となれば、

それだけの信頼性・堅牢性がPCに求め

られる。さらにデータ量が膨大になるた

め、容量だけでなくHDDの冗長化とい

う視点から、内部にHDDを3台設置でき

ることを要件にしている」と基本構成を

説明する。

さらに、｢HDDは物理的にクラッシュ

するものと想定して、ミラーリングなど

による冗長化を必ず行っている。実際に

はOSやシステムを1台のHDDに、残り

の2台をデータ保存用にRAIDで運用す

るというシステム構成にしている」と紹

介し、｢Vehicle Vision の機能が最大限

に発揮することができる環境構築のた

め、様々なPCやワークステーションで

検証を重ねて推奨機種を選定した｣と付

け加える。そして重崎氏が選定したのが、

Z220である。

コストパフォーマンスと信頼性
が高く充実したサポート

重崎氏が第一に挙げた推奨理由が、コ

ストパフォーマンスが優れていること

だ。駐車場管理などでは24時間365日

の連続運用も珍しくない。この過酷な稼

働状況の中で、使い続けられるソリュー

ションだけに、ハードウエア側の保守体

制も大切になってくる。「信頼性に関し

て、これまで運用上特に問題になったこ

とはない。しかし、トラブルは土日祝祭

日でも関係なく発生する。ハードウエア

なので当然故障が発生することもある

が、ワークステーションは標準保障で3

年間の土日祝日対応で翌日対応のオンサ

イト保守で、5年当日対応などアップグ

レードも可能。トラブル時の迅速な対応

が可能だ。これは導入いただいたお客様

に安心感を提供することに繋がる｣と評

価している。

なお、必要とするデータ容量は、利用

する期間と出入りする台数により当然変

動する。「 平均的な例として、1日の入

HP Z220 Workstation
Vehicle Visionの機能を最大限に発揮

PCよりも高性能・高信頼性で、サーバよりも安く手軽に扱えるハードウエアとして、
監視映像システムでワークステーションの使用が増えている。
株式会社ピー・エム・シーは、車番認識システム｢Vehicle Vision｣を市場に提供し

ている。Vehicle Visionは、走行中の車両のナンバープレートを読み取り、その情報を
防犯だけでなく、顧客管理やサービスに活用することができるシステムだ。同社は
Vehicle Visionの性能を最大限に発揮させるため、日本ヒューレット・パッカード（以
下HP）製 インテル® Xeon® プロセッサー搭載HP Z220 Workstation（以下Z220）を
採用した。同社システム営業部次長重崎光輝氏に採用までの経緯について尋ねた。株式会社ピー・エム・シー システム

営業部次長重崎光輝氏
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場台数が5,000台くらいの利用の場合、

約1TBの容量をミラーリングで利用して

いると、だいたい半年くらいで一杯にな

る」と同氏は語る。

インテル® Xeon® プロセッ
サーで画像解析を安定稼働

次に重崎氏が挙げた理由が高性能を

安定稼働することができる環境だ。

Vehicle Visionで利用する画像は基本的

に静止画像で、メガピクセル・ネット

ワークカメラにより撮影した静止画像

をリアルタイムで画像認識し、内部解析

を行う。このため、かなりプロセッサー

の性能が要求される環境となる。そのた

めマルチコア・プロセッサーが望まし

く、推奨環境を インテル® Core™ i7 プ

ロセッサー以上としているが、Z220で

はインテル® Xeon® プロセッサー E3

シリーズを搭載しているため、安定して

高性能処理が可能である。

さらなる高速処理のために

メモリ環境は推奨で8GB以上となっ

ている。「Vehicle Visionは32ビット環

境で利用するため、 実際にアプリケー

ションが利用するメインメモリとしては

4GBでも十分だが、 残り4GBをRAM

ディスクとして利用することで、HDD

へのアクセスを極力減らす工夫をしてい

る」と重崎氏は解説する。メモリ上に画

像データを展開して認識を行い、 ナン

バーを読み取ってからHDDに書き込む

ようにしたことで、全体的なパフォーマ

ンス向上に繋げているという。

また、画像認識はCPUパワーで処理

していくため、GPUについてはそれほ

ど高性能なものは要求されないのだとい

う。「画像認識については、Z220の場合

であればエントリークラスのGPUでも

十分だと言える。 もちろん、Vehicle 

Vision以外のシステムと連繋する場合、

そちらで高度なGPUが必要になれば別

だが、Vehicle Vision単体で考えれば超

高速GPUを要求することはない。この

ため、コスト的にも標準的な環境で問題

なく、メリットがあると考えている」と

重崎氏は語る。

機能拡張の自由さ

そして、重崎氏は｢Vehicle Visionは

パッケージ化して、なるべく汎用的に使

えるよう配慮している。しかし、お客様

や業種別市場からの要望によりカスタマ

イズが必要となる場合もあり、専用のア

プリケーションを開発するケースもあ

る。その場合でも、HPの豊富なライナッ

プのワークステーションであれば

Windowsベースで利用することができ、

開発コストを抑えることが可能｣な点も

挙げている。

 Z220の優れた性能

このように、画像データを大量に収集

し画像分析を行うVehicle Visionの性能を

支えているのが、Z220だ。その主な仕様

を紹介する。

Z220は、拡張性・信頼性を備えたエ

ントリー・ワークステーションで、最新

のインテル® 「Ivy Bridge」アーキテク

チャを採用したインテル® Xeon® E3

ファミリーを搭載している。アプリケー

ションの起動を速めるインテリジェン

ト・ディスク・キャッシングにも対応。

DDR-3 1600MHzでの動作をサポート

しメモリバンド幅の向上を実現。最大4

コア（8スレッド）CPU、プロフェショナ

ル・グラフィックスを採用し、メモリは

最大32GBまで搭載が可能。高い演算処

理能力を身近に使えるミニタワー型ワー

クステーションだ。

十分な拡張性を確保したミニタワー

に、インテル® Xeon® プロセッサーや

高性能グラフィックスをはじめワークス

テーションならではの高速な処理能力、

高い信頼性を備えている。デスクトップ・

パソコン(非ワークステーション)の環境

からワークステーションへの代替えで、

性能、拡張性、信頼性、サポートの全て

において高度なコンピューティング環境

を実現が可能。導入コストを抑えたエン

トリー・ワークステーションである。

さらに、現在2つのキャンペーンを展

開中だ。まず、お得な製品キャンペーン

告知として｢HP Workstation 七福神

キャンペーン｣ (www.hp.com/jp/ws_

campaign)、そしてアンケートキャン

ペーン告知として｢アンケートに答えて

HP ElitePad 900を当てよう！｣ (www.

hp.com/jp/ws_present)がある。

なお、HP Workstation監視映像シス

テム特設ページ｢監視映像システムの

ニーズにマッチするHP Workstation｣

(www.hp.com/jp/ws_surveillance)を

開設しているので、ぜひご覧いただきた

い。 

Intel、インテル、Intel ロゴ、Intel Inside、Intel Inside ロゴ、Intel Atom、Intel Atom Inside、Intel Core、Core Inside、Intel vPro、vPro Inside、Celeron、
Celeron Inside、Itanium、Itanium Inside、Pentium、Pentium Inside、Xeon、Xeon Phi、Xeon Inside、Ultrabook は、アメリカ合衆国および/またはその他の国
における Intel Corporation の商標です.

Vehicle Visionによる認識データ

日本ヒューレット・パッカード
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アメリカ政府が米情報機関の国家安

全保障局（NSA）を使ってネット上の個

人情報にアクセスしている──先週、英

ガーディアン紙と米ワシントン・ポスト

紙がこのスクープを報じると、大きな衝

撃が走った。だが、事態はその後、さら

に異例の展開をみせている。このニュー

スのインパクトはあまりにも衝撃的であ

り、クラウドに対してマイナスのバイア

スが掛かったはずだ。

ネットワーク監視カメラのクラウド化。

結論から言えば、クラウドはアジアで

はほとんど普及していない。 日本でも

サービス提供している企業は散見される

が普及には程遠い。普及しない理由は至

極簡単である。実は、北米や欧洲におい

てもそのシェアは1%未満である。

日本やアジアでのローエンドからミド

ルマーケットでは、アナログが実質的に

80%近いシェア。本来、ホスティングサー

ビスとはインターネットとPCがあれば済

む話だが、監視カメラには取り付け工事が

発生する。工事業者は当然のように利益の

最大化を追求する、クラウドでは工事しか

収益にならない。よって、積極的にクラウ

ドを推奨しようとは簡単にいかない。さら

に、技術的にも本来のホスティングに使え

るような、接続が簡単な仕組みとならな

い。VPNの使用したクラウドは、あくまで

もプライベートクラウドの領域であり、

ローエンドでの利用でコスト面のメリッ

トは何も見いだせない。

そして、もっとも普及しない理由は、

得体の知れない企業に映像を預けるとは

とても思えないことだ。だらだらと書い

た内容はまるでクラウドに未来もなく、

悲観的に見えるかもしれないが、そんな

ことはない。

市場別にみた

監視映像のクラウド化に必要な条件

●ハイエンド・マーケット その1

政府系を含む単独重要施設など

まず、普及することはない。唯一の可

能性はプライベートクラウドだが、広域

ネットワーク費用がペイするようには思

えない。クラウドサービスでは、提供す

るサーバを仮想化することのメリットが

当然のようにアピールされるが、365日

ほとんど負荷変動しない監視カメラサー

バは、仮想化のメリットは大きいとは言

えない。仮想化のメリットは時間的に変

動する負荷を平準化して得られるメリッ

トだ。だが次に説明するビデオトリクリ

ングがこじあけるかもしれない。

●ハイエンド・マーケット　その2

分散店舗、施設の統合管理

このマーケットが最大のターゲット

となるだろう。全国に点在する店舗、施

設を本部で自由にアクセスして管理する

ためには必ず広域のネットワーク利用が

必須となる。 データセンタ以後DCは

バックボーン回線とセットでセールスさ

れている。施設を全て自前で用意して、

個別に広域ネットワークで統合する場

合、事前に品質を測定することは絶望的

だ。全て帯域保障の回線で構築する事は

コスト的にほとんど不可能だ。　

全国に分散している店舗はベストエ

フォート、センターはプライベートクラ

ウドで構築する場合、店舗施設の映像を

いかにロスなく取り込めるかがカギにな

る。また、分散店舗施設ではランニング

コストが発生する、サーバー環境を削除

できるかが鍵となる。

これを解決するキーワードがビデオ

トリクリングである。トリクリングとは

滴るという意味である。連続はしていな

いが滴っている水は行き着く所に行きつ

く。録画はカメラのSDメモリに記録し、

各種フィルタを通してビデオストリーム

をバッチ配信する。センターでビデオス

トリームを常時記録する、ネットワーク

の障害が発生した場合、その欠落部分の

みを自動的にバッチ転送する。この様な

テクノロジーが活用できればプライベー

トクラウドは大いに注目されるはずだ。

もっと大胆な考えは、変化のない画像を

録画しても意味はない、動体検知や画像

解析のイベントで記録された画像だけを

バッチ転送する、これならセンターサイ

ドでもベストエフォートで事足りる。

この様な、最先端の実装を実現してい

るVMSは意外に少ない。ジェネテック社

の OMNICASTとGSC OMNICASTは

主流なipカメラメーカAXIS、BOSCH、 

よくわかるIPネットワーク
株式会社ジャバテル　代表取締役 CEO　佐々木宏至

今回は、クラウドコンピューティングに関してあれこれと書いてみる。通常号よりも多い２ページでお届けする。
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HIKVISION、Panasonic、SONY、

VideoIQ各社の製品とビデオトリクリン

グをサポートしている。

ミドルエンド・マーケット　その1

政府系を含む単独重要施設など。

もっとも期待している領域だが、状況

はハイエンドとほとんどど変らない。

ミドルエンド・マーケット　その2

分散店舗、施設の統合管理

ハイエンドで説明した通りである。さ

らにこの後説明するStratocastが大きな

潮目になるかもしれない。

ローエンド・マーケット

冒頭に書いたが、ほとんどがアナログ

のマーケットだ。しかし、もっとも市場

が大きく成長が期待できる領域だ。2016

年には40%弱がip化されると予測され

ている。では何が必須の条件か列記する。

1）  カメラの接続もPCで利用するホティ

ングサービスと同等の接続性を保証

できる。

2）  ビデオトリクリングのサポートが可

能。

3）  ビジネスモデルの転換、冒頭に工事業

者が利益の極大化を求める結果とし

て、NVRやサーバも同時にセールスす

ると書いたが、結果的には正しくな

い、確かに一時所得としての利益は確

保できるが、ローエンドの市場で収益

と言えるだけの保守料を払ってくれ

ることは稀だ。結果的に手離れが悪

く、収益の低下を招くだけではないだ

ろうか。それよりも、導入初期費用は

最少、ランニングコストに保守料は不

要ならユーザへの訴求力が強いはず

と思うのは私だけか。それが1カ月1カ

メラ1,500円程度なら。

4）   テータセンタの信頼性と知名度

ローエンド・マーケットでは簡単に直

ぐに使えて、何処からでもアクセスが

絶対の条件あり、そのサービスが圧倒

的な信頼に基づいていることが重要

である。 ww.stratocast.comにアク

セスしていただきたい。 

セキュリティ市場のクラウドで有望なのは

カメラだけではない

それは侵入検知を含むアクセスコン

トロールだ。アクセスコントロールはリ

アルタイム性が絶対のコントロールとな

る。クリティカルなコントロールは予測

不可能な遅延を許容しない。とするなら

ば、広域なネットワークを経由したクラ

ウドが成立するのか?

クリティカルな制御は組込OSによるデ

スクリートなコントローラが全てをコン

トロールする。そこで発生したイベント

データをクラウド側で受け取るが、データ

量はカメラからみると極小なのだ。

それを実現するのが、SMC Synergis 

Master Controllerだ。SMCは32台のドア

コントローラ（HID、Mercury）をRS-485

でリンクする。SMCはイーサネット上で

複数配置して大規模対応も実現する。

SMCはクラウドのサーバと切断され

ていても、ドア開閉、アンチパスバック、

インターロックなどをこなす。切断時に

できないことは、ビジターカードの新規

発行だけだ。

SMCはGSC Synergisで提供される

ソリューションである。GSC（Genetec 

Security Center）は映像管理、アクセス

コントロール、LPRを完全統合してい

る。プライベートクラウドでエンタープ

ライズがプラットフォームとして、GSC

を導入し企業が持つ資産のセキュリティ

を構築するための全てのリソースを提供

できる。そのプラットフォームは単にセ

キュリティだけではなく、企業利益を向

上させる様々なワークフロー向上とアイ

デアの具現化をサポートする。

クラウドの本質

残念ながら、ほとんどの日本企業が提

供するクラウドは場所貸しだ。単純に考

えると貸金庫みたいな発想だ。WEBサー

バを提供するDCまでもがクラウドと表

現している。

クラウドとは、本質的には運用を含め

たサービス提供の標準化とカスタマイズ

だ。それは巨大な仮想化したコンテナで

動作している。バックアップもシステム

全体はスケジューリングされるが、ユー

ザ個別のバックアップを取ることが不可

能か困難かだ。ある日突然全データを失

うことが有り得ないとは限らない。

1990年代まではデータはメインフ

レームに集中していた。それ以降、分散

システムが主流となり、 最近はビッグ

データといわれる集中型のイメージと時

代とともに変化している。しかし、企業

の根幹データを第三者に預けることは永

遠にないと私は思う。

弊社のホームページは正しくクラウド

言えるサービスだ。バックアップはデー

タだけでデザインは復元できない。しか

し、コストを考えるとそれは圧倒的なコ

ストパフォーマンスを提供してくれる。

従来のホスティングサービスの1/6以下

のコストだ。コンテンツ作成の手間まで

考えると数十分の一も大げさではない。

監視カメラや、アクセスコントロール

が真に普及するにはまた10年は必要か

もしれないし、ローエンドではあっとい

う間に普及するかもしれない。

次回は世界中からのトピック集めて

解説する。 

連載：市場慧眼
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大規模映像監視環境で
映像データを安全に管理するEMCアイシロン
大規模映像監視環境の課題 

複数台数のNVRによる集中監視はデータ録画ができるが、物

理的な管理が煩雑になる。 また、HDカメラ映像を高解像度そ

して高フレーム数で記録した場合、さらにデータが増えストレー

ジ容量不足の事態も考えられる。さらに、NVRのLUN（論理ユニッ

ト番号）に固定でマッピングされるIPカメラをまとめるには、 再

度のマッピングやLUNの再設定が発生する。そして、ハードウ

エア障害発生時に、接続されていた監視映像データの保存先が

機能しなくなる恐れも想定しなければならない。

そこで、大規模な映像監視環境におけるデータ保存用ストレー

ジの要件を再検討する必要が出てくる。

データ保存用ストレージの要件

大規模な映像監視環境におけるデータ保存用ストレージの要

件として、下記の4項目を挙げることができる。

1.  ハードウエアが複数壊れても監視映像の保存を継続 

2.  ディスク容量不足事態にシステムを停止せずに簡単に追加 

3.  大容量でも簡単な管理

4.  システム更新時の簡単な

ハードウエア入れ替え

これらの要件を満たすこと

ができるのが、スケールアウ

トNAS市場占有率1位のEMC アイシロン（Isilon）だ。

EMCとアイシロン

EMC社は1979年設立で、米国マサチューセッツ州ホプキント

ンに本社を構え、世界86カ国に57,000人のスタッフを擁してい

る。企業の時価総額は約531米国ドル（約5兆3100億円）で、米国

Fortune誌の2013年World‘s Most Admired Companies（世界で

最も賞賛される企業）のコンピュータ部門で2位に選ばれている。

EMC社が標榜する情報インフラ・コンセプトは「最小のコスト

で最大のビジネス貢献を提供」することで、その実現のために累

積1兆円以上の開発投資をしている。また、これまでに多くのナ

ンバーワン企業の合併や買収累積1兆4千億円も投資している。

アイシロンもまたそのうちの1社だ。

アイシロンは、スケールアウトNASのデファクトスタンダー

ド（事実上の標準）で、世界の3,500社以上企業で利用されている。

採用しているOneFSソフトウエアは、NAS業界で実証済みの革

新的な第7世代のスケールアウト・オペレーティング環境だ。そ

の実績は、2012年の日本国内スケールアウトNAS市場の約70％

を占有し、圧倒的な地位を確立している。

アイシロンがデータを安全に保存できる理由

3台からスタートするスケールアウトNASを採用していること

で、容量拡張とパフォーマンス拡張を同時に行う。また、ノード

ごとにリソースを搭載しているため、容量に合わせてパフォー

マンスが向上する。その規模は160IOPS（1秒間に読み込み・書

き込みできる回数）、スループット（単位時間あたりの処理能力）

100GB/秒、最大144ノード（ネットワークを構成する要素）、1

システムで20PBである。 

では、アイシロンがなぜデータを安全に保存できるのか、前

述のデータ保存用ストレージの要件に従って紹介する。

1. ハードウエアが複数壊れても監視映像の保存を継続 

 データ保存の仕組みが優れた保護と可用性に富み、高可用性

を組み込んだクラスタ・アーキテクチャを採用している。

2.  ディスク容量不足事態にシステムを停止せずに簡単に追加

 容量追加はノード単位で簡単

に拡張でき、従来のストレー

ジ・システムを凌駕する拡張

性がある。具体的には、単一

ファイル・システムと単一ボ

リュームのまま20PB以上に拡張できる。容量追加は60秒で簡

単に完了。しかもダウンタイムなし、システム設定変更なしだ。

3. 大容量でも簡単な管理 

一般的なストレージは1つのシステム内に、複数のRAID、ボ

リューム、ファイル・システム ボリューム最大は通常16TB程度

で、最大でも100TBが限界だ。

一方、アイシロンはワンボリューム/ワンファイルシステムが

最大20PBだ。大規模でも1台のハードディスクのように扱える。

言い換えれば大きなバケツだ。スケールアウト型のため 容量追

加時にボリュームとファイル・システムを1つで管理する。 

4. システム更新時の簡単なハードウエア入れ替え

 ストレージの進化と最適化を簡単に導入することができる。
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長期保存の重要性

長期保存が重要さは、下記の利用状況が示している。防犯と

内部統制用の映像証拠。データセンターや金融機関での映像監

視の長期保存。食品生産ラインでのトレーサビリティへの活用。

工場ラインでの事故原因の追求と今後の防止策。一般企業での

情報漏洩の原因追及などだ。しかも、長期保存だけでなく、簡

単な運用との両立が重要となる。

一方、一般的な映像監視データの保存期間はどうだろうか。

まず、DVR/NVRのディスク容量を、最大2週間から1.5ヶ月程度

の保存期間で選定する。しかし、HDD増設に制限があり、長期

保管にはUSBなどでのバックアップが必要で、その都度手間が

かかり、後日映像を見直すのも煩雑。その背景にはNVRを手軽

と考えての選択がある。 

では、PCサーバとVMSを利用し監視データの長期保存をア

イシロンに統合するとどうか。

・ PCサーバと保存データ領域を物理的に切り離し、HDD容量が

柔軟に拡張できる。 

・ 各拠点は短期のデータを保存し、長期のアーカイブ・データを

中央のアイシロンに集約して運用。

・ データの自動階層化を導入すれば、古いデータを自動的に低コ

ストのSATAに移動。

・ 最大20PBまで拡張でき、カメラ台数や解像度、fpsを考慮し

ないで済む。 

・ ストレージ管理や拡張が極めて簡単で、大容量ストレージを意

識する必要がない。 

・ 分散しているNVRやPCサーバのアーカイブを1つのシステム

に統合し管理を簡素化。 

アイシロンによる大規模映像監視市場 

PCサーバとVMSとアイシロンによる大規模映像監視ソリュー

ションに適した市場は、交通機関や大規模店舗、大型建造物や

工場やプラント、そして広域監視や娯楽施設などだ。 

ジェネテック社Security Centerとの連携

EMCコーポレーションの日本法人EMCジャパンは、大規模映

像監視市場での事業展開に円滑に対応できる体制の整備にも取

り組んでいる。その一例が、アイシロンに直接データを保存する、

ジェネテック社統合ソフトウエアSECURITY CENTERとEMC

アイシロンによる映像監視ソリューションだ。

Security Centerは、VMSであるOmnicastとアクセスコント

ロールのSynergis、そしてLPR（ナンバープレート認識システム）

のAutiVuを統合したソフトウエアで、世界市場のトップブラン

ドだ。

Security Centerでは当然膨大な画像データを処理し保存す

る。そのため、高信頼性のストレージの採用が不可欠な条件と

なる。

そこで登場したの

が、EMCアイシロン

との連携で、これによ

り数万台のカメラ映

像や各種データを、ア

イシロンで統合管理

することができる。

充実した検証環境と教育環境

EMCジャパンは、多様なストレージ・ソリューションを提供す

るために検証環境と教育環境を整えている。

・Executive Briefing Center （EBC）

 映像監視ソリューションデモ設備で、実際

にEBC Tokyo受付やソリューションセン

ター、EBC ソリューションシアターや屋外ビューで体感する

ことができる。

・EMC eLab（イーラボ）

 EMCアイシロンと映像監視ソリューショ

ンを技術検証し、組み合わせソリューショ

ンの問題を事前に検証し回避する設備がある。

・EMCトレーニングセンタージャパン

 ここでは、EMCネットワーク・ストレージ・ソリューショ

ンのポテンシャルを最大限に実感するトレーニングプログラ

ムであるEMCエデュケーション・サービスを担当している。

・パートナー・エデュケーション・サービス

 優れたソリューションとサービス提供できるようにEMCのビ

ジネス・パートナーを対象としたEMCパートナー・プログラ

ムを実施している。

このように、EMCジャパンは、最先端で多角的なサポート体

制を整えて、今後導入が進む大規模映像監視システムに対応し

ている。 

ジェネテック・ジャパン児島健次氏とEMCジャパ
ン羽鳥正明氏
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7月
Avigilon 

高精細監視カメラシステム内覧会
会期：2013年7月17日～ 19日

会場：株式会社ヨネイ　7階　ショールーム

主催：ヨネイ

URL：www.yonei.co.jp

国際モダンホスピタルショウ2013

会期：2013年7月17日～ 19日

会場：東京ビッグサイト　東4-6ホール

主催：日本病院会　日本経営協会

URL：http://www.noma.or.jp/hs/2013/

最新IPカメラソリューションセミナー
会期：2013年7月26日12:45～ 16:00

会場：スタジアムプレイス青山

対象： IPカメラシステムのシステムインテグレータ

定員：30名（ 下記URLからの事前申込に限定）

URL：  http://www.videotechnica.co.jp/

seminar/index.html

主催：ビデオテクニカ

8月
Secutech Vietnam 2013

会期：2013年8月8日～ 10日

会場：サイゴン展示・会議場センター

　　　ホーチミンシティ　ベトナム

E-mail：komori@asj-corp.jp

URL：www.secutechvietnam.com

9月
IPCC2013in東京
会期：2013年9月19日～ 20日

会場：東京都立産業貿易センター台東館 7階

主催：R.O.D

入場：事前登録制

URL：www.rodweb.co.jp/event

ASIS 2013

会期：2013年9月24日～ 27日

会場：マコーミック・プレイス

　　　シカゴ　イリノイ州　U.S.A

E-mail：asis@asisonline.org

URL：securityexpo.asisonline.org

第15回 自動認識総合展
会期：2013年9月25日～ 27日

会場：東京ビッグサイト　東4ホール

主催：日本自動認識システム協会

URL：www.autoid-expo.com/tokyo/　　　

センサエキスポジャパン2013

会期：2013年9月25日～ 27日

会場：東京ビッグサイト　東4・5ホール

主催：フジサンケイ ビジネスアイ

URL：www.sensorexpojapan.com

GDSF JAPAN 2013

会期：2013年9月27日

会場：秋葉原UDXギャラリNEXT

主催：a&s JAPAN　(ASJ社)

対象：システム構築者、コンサルタント

入場：事前登録者は無料　当日来場者は1,000円

URL：www.asj-corp.jp/gdsf2013.html

10月
CEATEC JAPAN 2013

会期：2013年10月1日～ 5日

会場：幕張メッセ

主催：CEATEC JAPAN実施協議会

URL：www.ceatec.com/2013/ja/application/

危機管理産業展2013

会期：2013年10月2日～ 4日

会場：東京ビッグサイト　西3・4ホール

主催：東京ビッグサイト

URL：www.kikikanri.biz

テロ対策特殊装備展（SEECAT）'13

会期：2013年10月2日～ 4日

会場：東京ビッグサイト　西4ホール

主催：東京ビッグサイト

URL：www.seecat.biz

ITpro EXPO 2013

会期：2013年10月9日～ 11日

会場：東京ビッグサイト　東4-6ホール

主催：日経BP社

URL：expo.nikkeibp.co.jp/itpexpo/2013/

Security 2013

会期：2013年10月9日～ 11日

会場：東京ビッグサイト　東4-6ホール

主催：日経BP社

URL： expo.nikkeibp.co.jp/security/2013/

exhibition/

第3回 情報セキュリティEXPO【秋】
会期：2013年10月23日～ 25日

会場：幕張メッセ

主催：リード エグジビション ジャパン

URL：www.ist-expo.jp/ja/Home_Aki/

第2回 データセンター構築運用展
会期：2013年10月23日～ 25日

会場：幕張メッセ

主催：リード エグジビション ジャパン

URL：www.dc-expo.jp/Home_Aki/

第4回 

クラウドコンピューティングEXPO【秋】
会期：2013年10月23日～ 25日

会場：幕張メッセ

主催：リード エグジビション ジャパン

URL：http://www.cloud-japan.jp/
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日本万引防止システム協会（JEAS）

は、6月10日に東京市ヶ谷のアルカディ

ア市ヶ谷で平成25年度JEAS通常総会を

開催した。同協会の正会員27社で、ア

イアンドティテック、IDEC システムズ

＆コントロールズ、ACTUNI、S-Cube、

エム・ケー・パビック、岡村製作所、キャ

トルプラン、九州日本電気ソフトウェア、

コージン、国際警備、コミー、ジーネッ

ト、シグマ、住友スリーエム、西武産業、

セコム、セフトＨＤ、高千穂交易、タカ

ヤ、チェスコムアドバンス、チェックポ

イントシステムジャパン、店舗プランニ

ング、トスカバノック、松尾産業、ユニ

チカ、三宅、ユニパルスが加入している。

総会は山村秀彦会長の挨拶から始ま

り、4つの議案について全会一致で採択

した。

採択された議案のうち、第1号議案の

平成24年度事業報告では、万引犯罪の

状況について警察統計をもとにした全国

の刑法犯と万引の認知件数の関係を報告

した。それによると、平成14年が刑法

犯2,853,739件に対し万引140,002件、

平成24年が刑法犯1,382,121件に対し

万引134,876件と、刑法犯全体の件数

は半減しているものの、万引の認知検件

数は高止まりの状態が恒常化している状

況を報告した。

また、平成24年の万引の検挙・補導

人員は少年が27,999人、高齢者を含む

成人が71,056人（うち高齢者が28,673

人）で、成人犯罪者の比率が76.4％を占

め、代表的な成人犯罪になりつつあるこ

とを示していた。さらに万引から事後強

盗に発展するケースが増えており、憂慮

すべき事態となっていることも報告して

いた。そして、この状況を打破するには、

万引問題は国民全員の問題という社会機

運の醸成が必要だと結論付けている。

一般的に「万引は少年期の一過性の犯

罪」という印象が強いことや、店舗側も

「お客様を疑う」ことになることへの躊躇

から、昨今の悪質性や被害額の膨大さに

もかかわらず、なかなか進展しない状況

にある。そこで、万引犯罪が小売業の収

益管理という側面だけでなく、地域の青

少年健全育成や安心安全な街づくりとい

う社会的な側面からも重要であり、小売

業だけでなく供給側全体で万引犯罪を起

させない取組みが肝要となる。

この機運を盛り上げるため、JEASは

これまでの E A Sステッカーと新

EASPOPの配布と貼付の促進活動に加

え、全国万引犯罪防止機構が作成する万

引防犯ポスターにも協力している。

JEAS定期総会終了後、記念講演会と

して、問題解決のための犯罪分析と題し

て拓殖大学政経学部守山正教授と、 ド

ラッグストア経営者による経営講話と題

して日本チェーンドラッグストア協会久

松正志副会長の両名が講演した。

 

日本万引防止システム協会、
平成25年度通常総会を開催

日本万引防止システム協会　山村秀彦会長

拓殖大学政経学部守山正教授

日本チェーンドラッグストア協会久松正志副会長

「日本ＥＡＳ機器協議会」から「日本万引防止システム協会」へ

J ＥＡＳ認定資格制度の予定
～万引防止システムの円滑な導入と安心運用のために～

平成 14 年 6月3 日

平成 23年 6月13日

日本万引防止システム協会は関係省庁はじめ、関連諸団体の皆様のご
指導ご支援を賜りつつ、会員各社の協力のもと、お陰さまで 12 年目
を迎えています。平成 23 年 6月13 日開催の「日本ＥＡＳ機器協議会」
の第 10 回目の通常総会に於いて、設立から9 年間親しんできました、
日本 EAS 機器協議会を日本万引防止システム協会と産業団体に相応
し い 名 称 に変 更をいたしました。EASは Electronic　Article　
Surveillance の略で、電子的商品監視という意味でございますが、み
なさまもご承知通り万引犯罪防止は EAS 機器類だけでなく万引防止
に関わるあらゆる関係の皆様の大同団結が必要であると考えて、名称
を発展的に変更いたしましたので、引き続きご支援のほどよろしくお願
いいたします。

　近年、わが国でも小売り・サービス業店頭における窃盗犯罪発生件
数の増加と悪質化、組織化等を背景として、流通業における商品管理・
ロス管理への意識はかつてないほど高まっており、これを防止・抑制
するための有力な手法として万引防止システムの導入が急速に進んでい
ます。
　しかしながら万引防止システムは、単に流通業のための省力化設備
であるに留まらず、商品ロスがもたらす価格アップの防止、開放的で楽
しい商品陳列への貢献、さらには、特に青少年の犯罪防止等、産業的・
社会的貢献度の高い機器ということができます。日本万引防止システム
協会は、業界内外関係者の長年の要望にこたえる形で設立されました。
　今後、万引防止システム市場の円滑な拡大と発展を支えるための仕
組みや制度づくり、EAS 機器等の万引防止システムの普及のための調
査研究、行政機関、各種団体、報道機関との連絡・調整等、活発な
活動を繰り広げてまいります。

万引犯罪防止に関する、以下のような事業活動を行います。
❶  万引防止システム・機器の普及促進活動
❷  ユーザー団体（小売業・レンタルショップ・図書館・空港施設等）

との連携
❸  関連行政機関（経済産業省・警察庁・厚生労働省・総務省等）、地

方自治体等との連携
❹  諸団体・研究会等との連携（一般社団法人日本不整脈デバイス工

業会、消費者団体等）
❺ 海外万引防止団体等との連携
❻ 報道機関・一般消費者等への対応
❼  調査研究（万引防止システム導入実態調査、各種ガイドラインの作

成等）
❽  普及啓発活動（EAS 機器導入店表示ステッカー、パンフレット・マ

ニュアルの作成・配布、セミナー・説明会の開催等）

平成23年10月24日にJEAS講習会を開催し43名が参加しました。
平成 25 年度以降は万引防止システム全体を包含した内容を検討し
ております。

（１）正会員
 本会の目的に賛同して入会した次の企業および団体とする。
 ① 万引防止システムを製造ないし販売している企業および団体。
 ② 今後、万引防止システムを製造ないし販売しようとする企業

および団体。
 ③ 万引防止に関連するサービスを提供する業界（警備業等）や

関連業界（防犯カメラ設備等）に属する企業など。
 ④ 万引防止システムを販売ないし提供する企業に対し商品や部

品の供給事業を行う企業および団体。
（２）賛助会員
 本会の目的に賛同して入会した次の企業および団体とする。    
 ①小売業に商品供給しているメーカーおよび物流企業。
 ②小売業にサービスを供給している企業および団体。

（３）特別会員
 本会の目的に賛同し、協力する団体会員。

本会は、万引防止システムの産業的、社会的な役割を果たすために以
下の活動を行います。
❶  万引防止システムの円滑な普及、発展に資する制度・政策・計画等

を建議し、実行する。

❷  行政機関、 関連団体あるいは生活者等の間での認識向上、相互の
間の調整を行う。

❸  万引防止システムに関する内外の情報収集と提供を行い、業界の
健全な発展と安全で豊かな国民生活に寄与することを目的とした活
動を行う。

設立  

名称変更

事業活動

ＮＥＷＳ

会員の種別

機関紙等の発行物

設立趣旨

活動方針

EASステッカー
配 布 先 ／ EAS機器利用者（導入施設）
配付開始 ／ 2002年12月1日
提出場所  ／ EAS 機器本体、
 　および店舗の正面入口ドア等

EASPOP
配付開始 ／ 2007年7月
提出場所  ／店舗の正面入口、
 　EAS設置近辺等
デザイン変更／2012年7月
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R.O.Dは、6月13日と14日の2日間に

わたり大阪市中央区にある難波御堂筋

ホールで、IPCC2013in大阪を開催した。

IPCCを大阪で開催するのは2011年11

月以来だった。そのため、最新のIPネッ

トワークカメラおよび周辺関連機器の接

する機会や情報を求める近畿地方のセ

キュリティ関係者が多数来場し、2日間

合計で約500名を数えた。

高解像度を求めている市場

日本のIPネットワークカメラ市場は、

2012年に順調な成長を示し、2013年に

はアナログCCTVカメラと同等の市場占

有率を占めるとも言われている。その背

景には、高精細で高解像度の画像による

監視システムが確実に導入されているこ

とや、人物を特定できる水準を有する防

犯カメラの役割に注目が集まっているこ

とがある。

そのため、 これまで開催されてきた

IPCCでは、HD-IPだけでなくHD-SDIを

含めた高解像度の監視システムを要望す

る傾向があった。HD-SDIの場合、アナロ

グCCTVの配線を流用して高解像度を実

現できるメリットを獲得し、しかもこれ

までの設置方法も踏襲できるため、アナ

ログ系システム構築者や設置施工業者に

とっても、次のステージで事業展開でき

る。また、従来のアナログシステムと変

わらない操作で、高解像度映像を活用し

たいというユーザ側からの要望にも応え

ることができる。言わば橋渡しのソリュー

ションとしての役割を果たしている。

そして、遠隔監視やシステム統合を求

めるセキュリティ産業従事者やユーザ

に、IPネットワークシステムの存在と優

越性を体感して、幅広い選択の幅を持っ

てもらう機会を得ることができる場を用

意するのが、IPCCのもう一つの任務と

も言える。

多岐にわたる出展社

その点、 今回の出展社は、HD-IPと

HD-SDI用カメラや機器だけでなく、

様々な製品やシステムが展示されてい

た。言い換えれば、川上から川下までの

主な製品やシステムがそろっていた。そ

の結果、今回出展ブースは27社を数え

た。詳細は下記の通りである。

アイコム情報機器、アクシスコミュニ

ケーションズ、 アツミ電氣、NDS、

NTTコミュニケーションズ、エルモ社、

オプテックス、キヤノンマーケティング

ジャパン、サイバートランスジャパン、

サン電子、ジーネット、GeoVision、ス

ペース、ソニービジネスソリューション、

DYNACOLOR JAPAN、タムロン、テ

スコムジャパン、ナカヨ電子サービス、

ネットカムシステムズ、ネットギアジャ

パン、パナソニックCCソリューション

ズ、 フリーウェイズネットワーク、

Bosch Security Systems、Brickcom、

明京電機、ユタカ電機製作所。

アナログ系技術者をサポート

これからIPネットワークシステム市場

に本格参入しようとする来場者にとって

は、システム全体はもちろん、製品やシ

ステムの特徴を正確に理解しきれていな

い場合もある。あるいは、既に参入した

ものの、様々な課題を抱えているという

こともあるだろう。このような状況を想

定して、今回IPカメラ相談コーナーを新

設していた。

これは主催者のR.O.Dがこれまでの

現場や過去開催してきたIPCC来場者か

らの声を反映させた結果だと推測でき

る。この根底には、セキュリティ産業従

事者が幅広い対応ができる体制、つまり

アナログCCTVシステムからIPネット

ワークまでの範囲で対応できるという土

壌作りを重視するR.O.Dの考えがあるの

だろう。

このようなサポート体制は、9月19日

と 2 0日に東京浅草で開催予定の

IPCC2013in東京でも是非設置すべきだ

ろう。 

R.O.D、IPCC2013in大阪を盛大に開催
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ケーティーワークショップは、第10回

IP監視カメラシステム展示会 (ICE10)を

6月24日に東京有楽町の東京国際フォー

ラムガラス棟で開催した。今回はあいに

くの天候だったにもかかわらず、218名

が来場した。

その内訳は各種製造業者が27.5％、建

築/販売施工/サービス業者が26.6％、IT/

情報/通信/システム構築業者が19.7％、

小売/流通業者が15.6％、その他10.6％

という比率だった。出展企業の内容は下

記の通りだった。

●アクシスコミュニケーションズ

1台で全方位をすべてカバーするドー

ムカメラAXIS M3007-PV、月明かり程

度の照度でカラー映像を実現する、メガ

ピクセル固定カメラAXIS P13シリーズ、

超小型バレットスタイルでHDTV解像度

のAXIS M2014-E、長寿命高性能赤外線

LED内蔵ドームカメラAXIS P3364-LV

を展示。

●Bosch Security Systems

Dinion starlight HD 720p60（型番：

NBN-733V）を前面に展示していた。そ

の主な特長は、 撮像素子：1/3インチ

CMOS HD、解像度：HD720ｐ（1280

×720ピクセル）、フレームレート：60

（HD720ｐ）、・ユーザー定義により2つ

まで設定可能な関心領域、直感的なユー

ザインタフェイスによりインストールが

容易などである。

●DYNACOLOR JAPAN

組込Windows 7搭載のNVR A24と

2MP マルチストリーム リアルタイム IP

カメラ Wシリーズは、プラグ＆プレイ接

続で簡単に設置できる。A24でマイルス

トーン・システムズ社Xprotect を使用

すると、ハードウェアデバイスの追加を

高速で実行する。

●フリアーシステムズジャパン

暗闇や太陽光の反射などの悪環境下に

あっても、問題なく鮮明な画像を取得で

き、IPネットワークに対応した監視用赤

外線サーマルカメラを展示。また重要施

設等のセキュリティ用途の画像解析ソフ

トウエアとマイルストーン・システムズ

社Xprotectとの組み合わせを展示。

●ジョブル

スイスのWEY Technology 社のカ

ラ ー ス ク リ ー ン 付 キ ー ボ ー ド

MK06MK06を展示。同製品は、16台ま

でのキーボード・マウスセットを1台に

置換えることが可能で、また直接IPネッ

トワークに接続できる。カラースクリー

ンには、監視カメラ画像を表示すること

も可能。その他各種アクセサリも展示。

●KISCO

既存の同軸ケーブルを活用して、安価

で簡単にＩＰネットワーク環境を構築で

きる高速同軸モデムを展示。これにより

新規のＬＡＮ配線が不要になる。また、

同軸給電/ＰｏＥ対応となっているため、

電源工事も不要となる。

●日本ヒューレット・パッカード

ミラーリング対応可能、ハイコストパ

フォーマンスの省スペース型ワークス

テーションHP Z220 SFF Workstation

を主力機種として展示。その他、マイル

ストーン・システムズ社Xprotectでシス

テム構築に最適なHPワークステーショ

ンとストレージラインナップを展示。

●ソニービジネスソリューション

最低被写体照度やWDR機能など、セ

キュリティカメラに必要不可欠な機能を

大幅に向上し、フルHD映像を60フレーム

／秒で伝送可能な、HDネットカメラ新製

品や同軸ケーブルを利用してHD映像を伝

送可能なIPELA HYBRIDなどを展示。

●ユニテックス

UNITEX TapeView XProtect LTO

アーカイブシステムのライブラリ版を展

示。メガピクセルＩＰカメラで撮影した

画像を、大容量1.5TBのLTO5磁気テー

プメディアにアーカイブすることで長期

間保存を可能とし、さらに録画画像の簡

単検索・再生機能を標準装備している。

●ビデオテクニカ

Veracity社製伝送機器、映像データの

長期間保管用COLDSTOREハードディ

スクアレイ（NAS）、VideoIQ社のハード

ディスク内蔵型スマートカメラ、イマー

ビジィン社の360度パラモーフレンズを

展示。

●ケーティーワークショップ

マイルストーン・ システムズ社 

XProtect によるIP監視カメラシステムと、

画像解析ソフトウエアObjectVideo との

連携を実現させたソリューションを展示。

 

ICE10、悪天候でも盛況に開催
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設置環境

英国南東部バッキンガムシャ州ニュー

ポート・パグネル近郊の住宅街は、広大

な敷地内にあることから街灯はなく、

CCTVカメラによるセキュリティを敷設

するには照明の設置が必要となる。しか

し、敷地内の美観や野生動物への影響な

どから、照明設置が困難な状況だった。

提案システム

高級住宅対象の事業を展開し、顧客の

財産の管理/監視/セキュリティを行って

いるケース・セキュリティ社は、当住宅

街の住居所有者から監視カメラの設置を

要請された。

同社が提案した幾つかのソリューショ

ンから所有者が選択したのが、フリアー

システムズの赤外線サーマルカメラによ

るセキュリティ・システムだった。その

最大理由は、フリアーシステムズの赤外

線サーマルカメラは光を一切必要とせず、

しかも品質と信頼性が高いからだった。

光が一切不要

赤外線サーマルカメラは、あらゆる物

体が放射する熱を検出し画像に変換する

ため、光を一切必要としない。さらに、

熱放射は可視光よりも透過性が高いた

め、かすみや煙、塵や薄霧などを透過す

る。そのため、赤外線サーマルカメラを

使えば、24時間365日の万全なセキュリ

ティ体制が実現する。

導入システムの詳細

●SRシリーズ

ケース・セキュリティ社が提案した赤

外線サーマルカメラはSRシリーズだっ

た。同製品は最先端技術を使いながら、

ユーザの要望に応える使いやすいモデル

だ。FLIR SR-313は、非冷却型酸化バナ

ジウムマイクロボロメータ検出素子を搭

載し、解像度320x240ピクセルの鮮明な

熱画像をとらえる。

さらに、FLIR SR-313は35mmのレ

ンズを装着しているため、人間サイズの

対象は780m先から、小型車両は2km先

からの検出が可能だ。撮影距離が長いた

め、数台の赤外線サーマルカメラを設置

するだけで、広大な敷地全体を表示する

ことができる。

ケース・セキュリティ社は、住居の最

も高い位置にFLIR SR-313を6台と数台

のCCTVカメラを設置し、これらのカメ

ラをTCP/IPネットワークに接続した。

●録画機器

全ての映像はFLIR Network Digital 

Video Recorder（nDVR）に常時録画して

いる。この映像は証拠として警察に提出

する際に利用できる。録画保存期間は変

更が可能だ。

●ネットワーク管理用ソフトウエア

ネットワーク管理用ソフトウエアとし

て「フリアー・センサー・マネージャー」

プロフェッショナル版を選んだ。同ソフ

トウエアは、フリアーシステムズ製赤外

線サーマルカメラを含むセキュリティ・

システムを、強力かつ効率的に管理する。

また、ネットワーク内のフリアーシステ

ムズの赤外線サーマルカメラを自動認識

するだけでなく、様々なセンサも一元管

理できる。

さらに、コントラスト補正（DDE）機能

により、画像の細部まではっきりと確認

することができる。赤外線サーマルカメ

ラは、常にコントラストの高い鮮明な画

像を提供するため、暗闇でも広範囲の侵

入者を検知できる。

●映像解析

「フリアー・センサー・マネージャー」

には動体補捉機能と対象追従機能のつい

た映像解析モジュールがあり、 仮想ト

リップワイヤの設定ができる。侵入者が

トリップワイヤを超えると、システムが

侵入者を検知しサイレントアラームが作

動し、問題映像を画面に表示する。ユー

ザは画面で侵入者

を確認した上で、

警察に通報するな

どの措置を取るこ

とができる。

導入効果

FLIR SRシリーズは非冷却型の検出素

子を搭載しており、冷却型検出素子に必

要な保守点検が不要だ。 さらに電動

フォーカス機能を使用していないため、

機械的な故障が発生しないことから、ほ

ぼメンテナンスフリーで、TCOが極めて

低いという結果をもたらしている。
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　パナソニック システムネットワーク

スは、アイプロシリーズのネットワーク

カメラとしてフルHD高画質の新製品4

機種を2013年7月より発売した。

　今回発売した新製品は、各機種とも独

自の特長を備えている。 パン/チルト/

ズーム（PTZ）タイプのWV-SW598Jは

360度エンドレスパン機構と30倍ズー

ムに加え、屋外ハウジング一体型として

二重像低減機能を搭載している。

　同じくPTZ屋内タイプのWV-SC588

は水平方向より44度上向き方向の撮影

が可能。コンパクトドームタイプのWV-

SW158とWV-SF138は、いずれも内蔵

マイクと音検知機能搭載で、特に屋外用

WV-SW158はマイクを内蔵しながらも、

IP66の防塵・防水性能を確保している。

主な特長

● フルHD（1920X1080p）で毎秒30 

フレームを実現

　パナソニック独自のプラットフォーム

であるUniPhier®システムLSIを4機種

全てに搭載。H.264ハイプロファイル方

式の高圧縮技術で1920×1080プログ

レッシブによるフルHD画像を、毎秒30

フレームでの動画配信を実現している。

また、 スーパーダイナミック（MEGA 

Super Dynamic）方式の採用により、照

度差の激しい逆光の環境下でも被写体の

明るさを画素単位で補正し自然な画像を

実現している。

●360度エンドレスパン機構と30倍

ズーム（SW598J、SC588）で広範囲を

カバー。

　パン（水平方向）/チルト（垂直方向）/

ズーム機能を搭載した2機種（ 屋外用 

WV-SW598J、屋内用 WV-SC588）は、

360度エンドレスパン（水平方向に旋回）

機構と光学30倍ズームレンズを搭載。

広い構内や敷地内の広範囲をカバーして

いる。

　また、自動追尾機能の搭載により、画

面内の動きに対応し、人物の大きさに合

わせたズーム倍率ヘの自動調整を行い、

パン/チルト動作で動く被写体を自動的

に追いかけることが可能である。

　屋外ハウジングとカメラを一体化した

WV-SW598Jは、ズームで拡大したと

きの映像の乱れが発生しやすい水平方向

付近の撮影時に、映像の乱れを補正する

｢二重像低減｣ 機能を搭載している。ま

た、屋内型のWV-SC588は水平方向に

対し44度まで上向き方向の撮影が可能

となっている。両機種とも、倉庫や駐車

場などの広い敷地や、ビルや大型商業施

設のホールなど、広々としたスペースの

映像確認に適した特長を備えている。

● 内蔵マイク（SW158、SF138）と音検

知機能で、カメラ設置場所の物音をア

ラーム通知

　コンパクト・ドーム型2機種（屋外用

WV-SW158、屋内用WV-SF138）は、

いずれもマイクを内蔵している。音検知

機能によりカメラを設置した場所の物音

を検知すると、eメールやレコーダのア

ラーム音などで管理者に異常を知らせる

ことができる。

　また、屋外用のWV-SW158は、IP66

（IEC60529/JIS C 0920）の高い防塵性

と防水性を確保しながら、マイク内蔵と

いう特長をもっている。IP66は、外来

固体物に対して｢耐塵形（6）｣、水に対し

て｢暴噴流（6）｣の保護がなされているこ

とを示す。

　さらに50J（IEC60068-2-75）という

耐衝撃構造となっている。50Jは、5kg

の金属おもりを1mの高さから3回落下

させる衝撃への耐久性を保証している。

その他の特長

● SDXCメモリカードスロットを搭載し、

H.264での映像記録と音声記録を実現

●親水コートのドームカバーを標準装備

（WV-SW598J）し、ドームカバーの表

面に水滴が広がりやすいため、降雨時に

おける高い視認性と、防汚性を実現。

●マイナス50度から55度までの動作温

度範囲を実現（WV-SW598J。ただし、

AC24Vおよび指定PoE電源インジェク

タ（60W）使用時）。

　なお、パナソニック システムネット

ワークスは、2013年7月以降に発売す

る新製品より品番を｢DG-｣ より｢WV-｣

に変更する。 

パナソニックシステムネットワークス、
フルHDネットワークカメラ4機種を発売

WV-SW598 WV-SC588 WVSW158とWV-SF138

60 |   Jul/Aug 2013

新製品情報



固定ネットワークカメラ

AXIS M1004-W

　本製品は、WPS（Wi-Fi Protected 

Setup）に対応し、無線ネットワーク接続

のセキュリティをボタン1つで設定でき

る。イーサネット・ケーブルを設置でき

ないような場所でも、高度なネットワー

ク・セキュリティによる接続が簡単にで

きる。高画質HDTV 720pでの撮影が可

能。映像配信はH.264とMotion JPEGに

対応し、複数の映像ストリームを同時に

配信できる。

　Corridor（=廊下）Formatにも対応し、

屋内通路のような場所での監視利用目的

に最適。また、付属のI/Oポートにより、

センサや外部機器と連動させた警報や入

退管理の使用も可能。

【主な特長】

・  HDTV 720p 屋内向け小型無線固定

ネットワークカメラ 

・  無線LAN規格IEEE 802.11b/g/n対応 

・ WPS（Wi-Fi Protected Setup）対応 

・  Corridor Formatによる縦方向での撮

影が可能 

・  エッジ・ストレージに対応し、映像を

NASへ録画可能 

・  H.264およびMotion JPEGによる映

像圧縮

・  外部入出力機器との連動が可能なI/O

ポートを搭載 

・  AXIS Camera Application Platform

対応のサードパーティ製アプリケー

ションの利用が可能 

・希望小売価格（税別）は28,000円

AXIS Camera Companion 2.0

　手軽で簡単なネットワークカメラの導

入を実現するAXIS Camera Companion

のバージョン2.0では、サイト情報の共有

が容易になり、中央集約的なシステムを

必須とせず、 より柔軟で簡単な録画ソ

リューションを実現する。 

　新たにデジタルズーム機能を追加し、

ライブ映像や録画映像を拡大して閲覧で

き、HDTVネットワークカメラが提供す

る高解像度を更に活用することができる。

また、同社製360度全方位に対応した固

定ドームカメラのパノラマビューが利用

でき、1台のカメラで全体と詳細を同時に

閲覧することも可能。 

　特に、小規模な店舗やオフィスなどの

監視を目的とする場合、異なる複数の場

所を簡単にモニタリングできるほか、

HDTVネットワークカメラを利用するこ

とで、侵入者、万引きなどをはっきりと

識別できるようなシステムを構築するこ

とができます。ライブ映像だけでなく、

録画映像も、インターネットにつながる

環境であればどこにいても確認できる。 

　AXIS Camera Companionは、アナロ

グカメラによる監視システムとは異なり、

中央集約的な録画機器を必要としない。

運用方法により、パソコン自体も必要と

しない。撮影された映像は全て各カメラ

に装着されたSDメモリカードに録画し、

万が一ネットワークが不通の場合でも、

録画を続けることができる。PoE（Power 

over Ethernet）に対応したネットワーク

カメラを利用することで、電源ケーブル

の敷設が不要となり、コストの削減や設

置の簡素化、監視システムの強化に繋が

る。また、ビデオエンコーダを利用する

ことで、既存のアナログカメラもデジタ

ル監視システムに統合することができる。

【主な特長】

・  クラウド技術をベースとした容易なサ

イト情報の共有 

・ デジタルズーム機能を搭載 

・  アクシスの360度全方位カメラの各種

ビューに対応 

・  iPhone, iPad, Androidに対応したサー

ドパーティ製閲覧用アプリケーションで、

時間や場所を選ばない映像閲覧が可能 

・ SDメモリカードは、 最大64GBの

SDXCカードに対応

・  管理者やオペレータといった権限別に

よるアクセス制限が可能

・   映像動体検知やパン/チルト/ズームの

制御、一方向音声に対応 

トレーニングに新コースを追加

　2013年7月より開講の「ネットワークビ

デオソリューションの設計」は、ネット

ワークビデオによる監視システムを設計

する際に必要となる知識を学習し、最新

の映像監視システムを顧客へ提案できる

スキルを習得する。

　2013年8月より開講の「 ビデオエン

コーダ テクノロジ」は、顧客の既存のア

ナログCCTVをネットワーク映像監視シ

ステムへと移行させるビデオエンコーダ

について、実機を使って学習し、付加機

能の理解や設定に関するスキルを習得す

る。  

アクシスコミュニケーションズ、新製品を発表
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■ NVR NSR-4488
・映像表示と録画と撮影の管理、入退管理、
録画情報、警報情報、録画管理機能
・本機自体の統合ハードウエアは、カード交
換および警報、カード交換と映像、アラー
ムと映像でリンク可能。
・IEまたはNSMによりPTZや光、音や空調、
カーテンや他の電気装置を制御

Anson Technology/中国
Email： marketing@ansoncorp.com

■ 監視用ソフト付きNAS AS-609RD
・iSCSIとNFSを完全サポート。VMware、シトリックス、Hyper-Vに対応
・SuperSpeed USB 3.0、SATA IIIポートをサポート
・RAID 0/1/5/6/10、ハードドライブ・ホット・スワッピング対応
・軍事レベルの256ビット・フォルダベース暗号化
・中断のない二重電力供給
・カメラ・ライセンス4つとリアル・タイム・モニタリング

ASUSTOR/台湾
Email：inquiry@asustor.com

■ タッチスクリーン式組込型入退管理機 
HAC-980

・4.3インチLCDタッチパネル
・PCとのTCP/IP通信インタフェイス内蔵
・256の時刻帯と週単位の8つの解錠予定表
付き
・99の作業シフトと32のサイレン出力と200の
休日予定を装備.
・組込式ウェブ・サーバによる制御管理可能
・標準機でカード15万枚と30万イベントを記録
Hundure Technology Co., Ltd.
URL： www.hundure.com

■ サーマルカメラ S230
・自動警報と巡回を含む情報化映像分析
・あらゆる環境用に設計された片手操作
・384×288ピクセル解像度
・単眼のOLED表示
・1.8m落下に対応
・非冷却FPA検出器の採用

Dali Technology/中国
Email： sales@dali-tech.com

■ HD IPカメラ DF4920HD-DN/IR
・1/2.5インチ5MピクセルCMOSセンサで、リアルタイムフルHD映像に
対応
・デジタル信号処理
・光センサとICR機能を統合した自動デイ
／ナイト切替
・最大25mまで届く高照射出力
・一体化した高出力LEDからの850nmの
均一したIR照明

Dallmeier/ドイツ
Email： info@dallmeier.com

■ グラフィック・タッチスクリーン・
キーパッド 7800

・0.5インチの薄型で白と黒の2色を用意
・5インチのフルカラー表示
・ボタン1つで双方向できる構造
・変化発生時に独自音で通報
・非接触カードやキーによる非接触非接
続でいつでもどこでも読取可能

Digital Monitoring Products/米国
Email： info@dmp.com

■ 固定型赤外線サーマルカメラ FLIR FCシリーズS
・320×240ピクセルモデルと高解像度640×480ピクセルモデル
・多様なダイナミックレンジに対応
・PoE対応
・ONVIF2.0適合、センサとネットワーク接続
・電源／映像出力方式の既存ネットワークへの組み込み可能
・高い耐環境性能
・専用ソフトウエア付属
・延長保証

フリアーシステムズジャパン
URL：www.flir.com
☎：03-6721-6648

■ UHF RFID読取機 UHF860 
・4アンテナ端子
・読取範囲5m
・軽量
・産業用入出力
・複数地域に対応
・3つのLED表示
・添付ソフトウエアで設定可能

GIGA-TMS/台湾
Email： promag@gigatms.com.tw
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■ メガピクセルCCD IP & HD-SDIカメラ 
IMC-81xx, IMC-91xx

・1/2インチ、1/1.8インチ、2/3インチ、1インチ の大型イメージセンサ
・1.0～8.0メガピクセルの幅広い解像度
・Global（Frame） Shutter Type
・外部入出力で電気パルスを同期
・センサからの非圧縮画像の取得
・遠距離監視、車番認識、交通監視用

IMI Technology/韓国
URL：www.imi-tech.com
☎：82-31-423-9801

■ NVR iSC-NVR5316 
・ ウェブ上の遠隔モニタリング、Windows AP、モバイルappをサポート
・組込Linux、DOM設計、高信頼独立型NVR
・H.264、MPEG-4、MJPEGによる録画
・最大16カメラまでリアルタイム・モニタリングと録画
・スマート検索による便利な映像再生、
イベント検索、動体検知
・RAID 0/1/5/10、HDD S.M.A.R.をサ
ポート

Ingrasys Technology/台湾
Email： sales@ingrasys.com

■ 光ファイバ変換器 OPT-TX/RXシリーズ
・4/16チャネルHDcctvの光ファイバ変換器
・データ伝送能力のあるHD-SDI送信機/受信機
・1,080pで25/30fps、1,080iで50/60fps、 

720pで25/30/50/60fps映像と互換
・HD-SDI映像やデータをRS485で最大20km伝送
・電力と映像、データとリンク状況をLED表示
・DC12V（6V～25Vまで対応）

Webgate/韓国
Email： sales@webgateinc.com

■ プロIPカメラ
・最大解像度5Mピクセル
・H.264メインプロファイルとMJPEG圧縮
・720p/60fps、1,080p/30fps、5メガピクセル/10fps
・A2レンズとA3レンズで遠隔ズームと
焦点を簡単インストール
・アナログ映像出力
・2方式音声
・着脱可能なデイ/ナイト・IRフィルタ
・PoE、DC12-24V、AC24V

IQinVision/米国
Email： sales@iqeye.com

■ NVR ランガードSX－H2
・最大16台のメガピクセルネットワークカメラとCCTVカメラを同時に接
続可能
・最大4TBまで対応内蔵ハードディスク
・増設ユニット使用で最大32TBまで増設可能
・高画質を効率的に長時間録画
・保守性の向上
・タブレット端末、スマートフォ
ンからも監視可能
・RBSS認定
クマヒラ
URL：www.kumahira.co.jp
☎：03-3270-4388

■ デジタル携帯型無線機 MOTOTRBO SL1K
・フォトセンサ内蔵の頑丈な高解像度カラーディスプレイ搭載
・インテリジェントオーディオ搭載
・Bluetooth接続で、外部アダプタなしでBluetooth対応オーディオアクセ
サリに接続可能
・音声通知機能が搭載
・業界最大のデータ・アプリケーション製品リ
ストをサポート
・振動通知、非表示モード、エリア内パフォー
マンスを最適化する内蔵アンテナ装備
モトローラ・ソリューションズ
URL：http://www.motorolasolutions.com/JP
☎：03-6365-7000

■ トランスミッタ NV-ET1801
・Transmits 10/100/PoEとTベース同軸ケーブルで約2.4km、RG-59で
約6km、シールド・ツイスト・ペアで約400m伝送
・NV-ER1804 （4-port）、NV-ER1808i （8-port）、NV-ER1816i （16-

port）、イーサネット受信機のいずれかが使用可能
・電源はPoE、PoE、ハイパワーPoEのカ
メラあるいは対応機器で最大50W
・PCなしで簡単設定

Network Video Technologies/米国
Email： info@nvt.com

Network Video Technologies
4005 Bohannon Drive  •  Menlo Park, CA 94025  •  USA

(+1) 650.462.8100  •  FAX (+1) 650.326.1940
nvt.com  •  www.nvt.com/email
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Features:

•Transmit 10/100/PoE+ BaseT, over Coax 8,000ft* over RG-59U ; 2,000ft over 
2-Wire/UTP; 1,300ft over Shielded Twisted-Pair*

•Use with either the NV-ER1804 (4-Port), the NV-ER1808i (8-Port) or the NV-ER1816i 
(16-Port) Ethernet Receivers

•Powers PoE, PoE+, or High Power PoE cameras (or other PoE devices), up to 50 watts

•Easy configuration, no PC required

•Status LEDs include: Power (Blue), Link Data (Green), Link Quality (Red/Amber/Green), 
RJ45 PoE (Green)

•Transparently supports all networking protocols (UDP, TCP/IP, HTTP, Multicast etc.) 

•Advanced 128-bit AES encrypted transmission and PoE+ power technology

•Built-in transient protection; industrial temperature range

The NVT Model NV-ET1801 TBus PoE+ Transmitter is a compact bus-architected media 
converter that delivers 10/100 BaseT Ethernet and PoE+ power via coax, UTP or 2-Wire or
Shielded Twisted Pair cable. These transmitters are extremely simple to use, with no IP or MAC
addressing required. Status LEDs indicate power and link connectivity/quality/activity for RJ45
and Tbus ports.

The NV-ET1801 TBus Ethernet Transmitter is backed by NVT’s award winning customer 
support, Limited Lifetime Warranty and advance replacement.

*Distance and number of devices supported may lower due to limited power supply capacity and wire voltage-drop, or data-rate 
limiting due to the selected wire’s high-frequency signal attenuation. See manual or IP Distance Calculator at nvt.com.

Model NV-ET1801 TBus™ Single Port PoE+ Transmitter
with PoE, PoE+, or High Power PoE

Data Sheet

■ UPS電源 APC GS Pro 500
・スタイリッシュなデザインで小型軽量化
・消費電力や電気代などの表示可能
・バッテリ寿命8年（保証期間3年）を実現
・近似正弦波出力によるPFC電源搭載機器に対応
・マスター／スマート・コンセント機能
・ネットワーク接続状態を監視するウォッチドッグ機能でルータやモデムの
再起動／回復
・シャットダウン機能
・リサイクル回収プロセス簡素化
シュナイダーエレクトリック
URL：www.schneider-electric.com
☎：03-6402-2240

新製品欄

  Jul/Aug 2013 | 63

http://www.motorolasolutions.com/JP


仕様変更は従来機種を基本にして設計すべき。
パソコンのOSであるWindows8は、タブレット端末に対して劣勢が伝えられているPC用ソフト会社の思惑なのか、
タブレットと同様の操作方法とポータルに変更した。その結果Windows XPやWindows 7から乗り換えてきたユー
ザには使いにくさしか感じられず、しばしばイラついている。これはユーザインタフェイスを無視したと言っても過
言ではない。このような事態が、技術進化と革新が顕著な監視機器においても起きないことを願いたい。　
 （神奈川　メーカ）

カメラ開発にEMSの活用を
日本のカメラメーカは、IP製品供給で何社まで生き残ることができるのだろうかと心配になっている。CCTV時代は
群雄割拠だったことと比較すると寂しい限りだ。そこで観点を変えて、開発と設計は自社で行い、製造はEMSに委
ねることも一案ではないだろうか。理由は、現在日本に流通している海外製品ではユーザの満足を獲得できる製品ば
かりではないからだ。設計を日本国内で行い日本市場の要求に対応した製品であれば、一定以上の品質を確保できる
のではないだろうか。そして、次世代製品で自社製品の一貫生産に挑戦すれば良い。
 　　　　（東京　設置施工業）

分かりにくいパスワード
50代以上に属する世代から見ると、パスワードの判断のしにくさには辟易する。先般でソフトウエアを更新する際
にIDとパスワードを入力したところ、どうやっても認証されない。そこで、サポートセンタに連絡したところ、0（ゼ
ロ）でなくアルファベットのOを取り違えているとのことだった。以前というか昔はゼロには０に斜め線を入れ、オー
には上部にバーを書き入れていた。ところが、最近はそのような表記にお目にかからない。それどころか、PCで入
力することもできないようだ。一体皆さんはどのようにして区別しているのだろうか。
 (大阪　システム構築)

「読者の声」を募集しています。
　本誌では、セキュリティに関する読者の皆様のご意見やご提案を募集してい
ます。セキュリティ機器やシステムを供給している側、セキュリティ・システ
ムを既に導入あるいは導入を予定している側、いずれの側からの応募をお待ち
しています。ただし、特定企業や団体または個人に対する誹謗中傷または批判
的な内容はご遠慮ください。
　一例を挙げると、導入する場合の手順はどのように進めれば良いのか。導入
前の事前説明についてはどこに相談すべきなのか。メーカなのか販売会社なの
か、システム構築企業や設置施工企業なのか、それともセキュリティ・コンサ
ルタント企業なのか。セキュリティに関する疑問や意見また提案など、セキュ
リティ関連であれば詳細は問いません。掲載する場合は匿名扱いとしますので、
個人情報が漏洩することはありません
　なお、具体的な導入相談については、導入条件や環境についてできるだけ具
体的な内容をご連絡ください。ご応募をお待ちしております。

a&s JAPAN編集部
TEL：03-6206-0448
FAX：03-6206-0452
MAIL：info@asj-corp.jp

読者の声
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■ メディアルーター、リダイレクターで数万カメラ、
　 数千クライアント保証
■ マルチベンダー ipカメラ、
　 業界初ONVIF Profile S 準拠
■ スマートフォンカメラ機能「ドコかめ®」

ONVIF Profile S 準拠により、ONVIF で画像解析、音声、I/Oをサポート。
Canon社モデルVB-H41で上記機能を利用可能。

支 店 〒130-0011 東京都墨田区石原 1-41-4 TKビル 3F
TEL 03-6658-8726 FAX 03-5637-7834 




